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同志社よ，その名は一つの目的を意味する

すなわち，その学徒の精神的，肉体的に

神のため，祖国のため

生きんという一つの崇高なる目的を。

親愛なる母校よ。同志社の学徒は

ぶどうの枝のごとくであるであろう。

たとえ世界くまなく，広くはるかに

われらさまようとも　汝の教訓は

われわれの心に，とわに生き続けるであろう。

同志社校友会 愛知支部事務局

info@aichi.doshisha-alumni.org

住 所 変 更 ・ そ の 他 お 問 い 合 わ せ 先 は

https://doshisha-aichi.com

同志社愛知

One purpose, Doshisha, thy name

Doth signify; one lofty aim;

To train thy sons in heart and hand

To live for God and Native Land.

Dear Alma Mater, sons of thine

Shall be as branches to the vine;

Tho' through the world we wander far and wide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!
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We came to Doshisha to find

The broader culture of the mind;

We tarried here to learn anew

The value of a purpose true;

Dear Alma Mater, ours the part

To face the future staunch of heart,

Since thou hast taught us with high aim to stand

For God, for Doshisha, and Native Land!
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When war clouds bring their dark alarms,

Ten thousand patriots rush to arms,

But we would through long years of peace

Our Country's name and fame increase.

Dear Alma Mater, sons of thine

Will hold their lives a trust divine.

Steadfast in purpose we will ever stand

For God, for Doshisha, and Native Land!
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〒457-0051 名古屋市南区笠寺町市場38番地
有限会社 稲熊企画　稲熊 裕之
TEL （052）822-7865   FAX （052）822-7863
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令和5年総会次第

総　会　　16：30～17：00　名古屋観光ホテル　那古の間
司　会　副支部長　横山　伸二

讃美歌 	 ２３４A番

祈　祷 	 日本キリスト教団　名古屋東教会	 馬場　詩織　牧師

主催者挨拶 	 支部長　小栗　成男

祝　辞 	 学校法人同志社総長・理事長	 八田　英二　先生

議　事 	 議　長　専務理事　杉﨑　正美

	 第一号議案　支部長選任の件

	 第二号議案　顧問選任の件

	 第三号議案　理事・監事選任の件

報告事項
	 2022年会計報告（一般・特別）

	 2023年予算案（一般・特別）

	 愛知支部活動報告

講演会　　17：25～18：25　名古屋観光ホテル　那古の間
「守ること、つなぐ思い ―花街に生きる一人として―」

 司　会　福島　智之　氏（東海テレビ）

 一力亭 女将　杉浦　京子　氏

懇親会　　18：40～20：30　名古屋観光ホテル　那古の間
司会　松原　　愛

祝　辞 	 同志社大学学長	 植木　朝子　先生

支部旗引き継ぎ
挨　拶 	 新支部長	 	 杉﨑　正美

乾　杯 	 同志社校友会会長	 松岡　　敬　様

支部・クラブ挨拶
ドリーム抽選会
カレッジソング
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讃美歌234A  「昔主イエスの」

昔　主イエスの　　播きたまいし
いとも小さき　　　命のたね
芽生え育ちて　　　地のはてまで
その枝を張る　　　樹とはなりぬ。

歴史の流れ　　　　旧きものを
返らぬ過去へ　　　押しやる間に
主イエスの建てし　愛の国は
民よりたみへ　　　広がりゆく。

時代の風は　　　　吹きたけりて
思想の波はあいうてども
すべての物を　　　超えてすすむ
主イエスの国は　　永久に栄えん。

父なる神よ　　　　み名によりて
世界の民を　　　　ひとつとなし
地をばあまねく　　み国とする
みちかいをとく　　はたしたまえ。

ヨハネによる福音書 3章16-17節 （新約聖書）
神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。

独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。
神が御子を世に遣わされたのは、世を裁くためではなく、

御子によって世が救われるためである。

1

2
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守ること、つなぐ思い
   ― 花街に生きる一人として ―

スペシャルゲスト

講演会のご案内

一力亭 女将 杉浦 京子 氏 （文学部卒）
すぎ    うら      きょう   こ

いち　りき　てい

司  会 福島 智之氏 （東海テレビ）
ふく   しま       とも    ゆき

クラーク記念館

1956年、京都市生まれ。
81年、創業300余年の老舗お茶屋、一力亭13代目主人と結婚。
女将として、京都祇園の花街の伝統と格式を重んじ、おもてなしの精神を守り続ける。

杉浦京子氏プロフィール

祇園甲部の芸妓さん、舞妓さんによる京舞井上流に伝わる舞をご披露していただきます。

だん佑（地方） 豆六（芸妓） 美羽子（舞妓）
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令和5年度愛知支部
議　　案



第1号議案 支部長選任の件
愛知支部の支部長として次の候補者を選任する。
任期は令和7年度愛知支部定時総会の日までとする。

支部長候補者
氏　名 卒　年 学部 ご勤務先 役　職

杉 﨑　 正 美 1982 昭和57 法 社会福祉法人サン・ビジョン 参与
（※元 名古屋市教育委員会　教育長）

第2号議案 顧問選任の件
小栗成男支部長には顧問にご就任いただくこととする。

顧問候補者
氏　名 卒　年 学部 ご勤務先 役　職

小 栗　 成 男 1987 昭和62 商 NTPグループ　NTPホールディングス株式会社 代表取締役

第3号議案 理事・監事選任の件
愛知支部の理事および監事として次の候補者を選任する。
任期は令和7年度愛知支部定時総会の日までとする。

理事候補者
氏　名 卒　年 学部 ご勤務先 役　職

八 神　 弘 雄 1958 昭和33 文 八神国際貿易㈱ 代表取締役会長

平野　 哲始郎 1961 昭和36 商 ㈱トヨレック 取締役会長

大 井　 弘 久 1965 昭和40 法 ㈱毎日新聞社 終身名誉社員

堀 川　 晶 夫 1966 昭和41 工 名古屋シェル石油販売㈱ 代表取締役

嶋 田　 健 二 1967 昭和42 法 サンキ産業㈱ 元代表取締役社長

古 橋　 富 夫 1967 昭和42 経 税理士法人さくら 元代表社員・公認会計士

山 脇 　 実 1967 昭和42 経 前豊川市長、社会福祉法人 豊川市社会福祉協議会 会長

藤 森　 源 久 1970 昭和45 工 ㈱名古屋観光ホテル 元代表取締役社長

磯 部 　 茂 1970 昭和45 法 磯部㈱ 相談役

浅 井　 信 義 1970 昭和45 工 晃栄産業㈱ 取締役副社長

山 下　 年 彦 1970 昭和45 経 ㈱ミツカングループ本社 元幹部社員

柴田　 洋治郎 1973 昭和48 経 六合㈱ 取締役

萱 原    昇 1974 昭和49 経 ㈱インサイト 代表

宮 崎　 晃 吉 1975 昭和50 商 宮崎晃吉税理士事務所 所長　

大 林　 市 郎 1976 昭和51 商 アイエヌプロパティ合同会社 代表社員　

飯 田 　 裕 1977 昭和52 商 ㈱ＩＫホールディングス 代表取締役会長兼 CEO

澤 井　 秀 介 1978 昭和53 経 ㈱澤井土地 代表取締役社長

稲 熊　 裕 之 1979 昭和54 文 ㈲稲熊企画 代表取締役

川 合　 敏 久 1979 昭和54 商 ㈱南山カントリークラブ 代表取締役社長

岩 村 　 稔 1979 昭和54 経 Nippon Paint Europe Ltd.  CEO

金 田　 利 斉 1980 昭和55 工 丸の内土地㈱ 代表取締役

梶 本　 一 典 1980 昭和55 工 CKD ㈱ 代表取締役会長

大 原   和 子 1981 昭和56 法 ㈱ケイ・アカデミー 代表取締役副社長

勝 　 康 生 1981 昭和56 文 教育コンサルタント 所長 

岩 瀬　 智 一 1981 昭和56 工 ㈱アイシン 生産企画部　生産企画室　業務企画グループ

児玉　 た ま み 1981 昭和56 文 愛知学泉短期大学 幼児教育学科　教授

下間　 裕一郎 1981 昭和56 工 花王㈱ 豊橋工場　ユーティリティグループ

加 藤　 範 久 1981 昭和56 商 名古屋エアケータリング株式会社 顧問

古 橋　 敬 三 1981 昭和56 法 執筆家 米国コロンビア大学在外研究員、モータープール古橋、東京麻布ライオンズクラブ　理事

加 藤　 宏 幸 1982 昭和57 工 中日ドラゴンズ 常務取締役   球団代表

岩 井　 良 明 1983 昭和58 文 ㈱モノリスジャパン 代表取締役社長

安 藤　 明 輝 1983 昭和58 法 学校法人中西学園　名古屋学芸大学 学生部　学生部長 兼　キャリアサポートセンター室長

常 川　 雄 次 1984 昭和59 商 ALWAYS ㈲ 代表取締役

同 前　 仁 史 1985 昭和60 経 喜栄工業㈱ 代表取締役社長
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氏　名 卒　年 学部 ご勤務先 役　職

市 原　 康 雄 1985 昭和60 商 学校法人愛知調理専門学校 学校長

吉 川　 浩 司 1985 昭和60 法 元　Ernst & Young Tax Co.(EY 税理士法人　名古屋事務所 ) 元 Partner/Principal

冨 田   恭 次 1986 昭和61 経 ㈱中日新聞社 中部日本ビルディング㈱   取締役 業務局長　（出向先）

神 谷　 紀 子 1986 昭和61 文 しんせい綜合税理士法人 代表社員

水 野　 泰 二 1986 昭和61 法 本町シティ法律事務所 パートナー弁護士

内 藤　 公 士 1986 昭和61 商 内藤公認会計士事務所 所長

横井　 克一郎 1986 昭和61 商 NTP 名古屋トヨペット株式会社 代表取締役　専務執行役員

堀 内　 孝 明 1986 昭和61 経 名古屋建物管理株式會社 代表取締役社長

川 村　 正 人 1986 昭和61 商 愛知県 環境局 環境局長

横 地　 康 子 1987 昭和62 商 ライト税理士法人　 覚王山オフィス　チーフ

水 野　 一 裕 1987 昭和62 法 名古屋市役所 天白区長

和 田　 重 樹 1987 昭和62 商 ㈱大島不動産鑑定 中部支社   不動産鑑定士

池 田 　 香 1987 昭和62 経 株式会社 SEA VOYAGE 代表取締役社長

浦 田　 和 幸 1987 昭和62 工 豊田通商株式会社 化学品・エレクトロニクス本部　執行幹部

武 笠　 憲 子 1988 昭和63 法 広報アドバイザー

下 江　 洋 行 1988 昭和63 法 新城市役所 市長

伊 藤　 博 康 1989 平成元 文 ㈱ CBC テレビ 報道・情報制作局　報道部　参事

加 藤　 正 二 1989 平成元 経 岩田時計舗 代表社員

後 藤　 正 義 1989 平成元 工 ㈱トヨタレンタリース名古屋 取締役　常務執行役員

谷 口　 雄 二 1989 平成元 商 東海テレビ放送 コンプライアンス推進局　コンプライアンス推進部　主幹

河 村　 正 樹 1990 平成2 商 ㈱パーソネル 代表取締役社長

後 藤　 久 貴 1991 平成3 経 監査法人東海会計社 代表社員

藪 下　 浩 二 1991 平成3 商 中部電力パワーグリッド㈱ 品質改革推進室

文 田　 浩 史 1991 平成3 経 ㈱三菱 UFJ 銀行 拠点部   ダイレクト推進グループ   次長

可 児　 達 也 1991 平成3 商 ㈱三菱 UFJ 銀行 執行役員　地区本部長

松 村　 陽 明 1992 平成4 商 丹羽幸㈱ 代表取締役社長

山 﨑　 泰 孝 1992 平成4 商 豊田通商株式会社 産業車輌部　部長

川 津　 智 典 1992 平成4 経 名古屋鉄道株式会社 執行役員　財務部長

杉 野　 麻 子 1992 平成4 文 ㈱トヨタレンタリース名古屋 経営企画部

橋本　 篤一郎 1993 平成5 文 ㈱橋本製作所 代表取締役社長

横 山　 伸 二 1993 平成5 商 ピタットハウス高畑店　徳和建設㈲ 代表取締役

加 藤　 順 平 1993 平成5 文 ㈱ I&Q アドバタイジング コミュニケーション・プランニンググループ　マネージャー

柳    博 之 1993 平成5 法 ㈱愛知銀行 総合企画部　部長

澤 田　 浩 伸 1994 平成6 経 ㈱アイシン 人材組織開発部　幹部人事グループ  グループ長

神 野　 貴 子 1994 平成6 商 TEPPAN ITALIAN GAINA

平 野 　 研 1994 平成6 商 株式会社デンソー 電動エネルギーマネジメントシステム事業戦略室長

正 木 　 桂 1995 平成7 法 中京法律専門学校 教務主任

下 永 吉　 隆 1995 平成7 商 スタイルリンク㈱ 取締役

大 島　 由 香 1995 平成7 商 大島公認会計士事務所 2級ＦＰ技能士

田 中 　 敬 1995 平成7 文 ㈱アイシン 車体カンパニー統括部

近 藤　 裕 幸 1995 平成7 経 豊島株式会社 ３部　部長

夏 目　 一 馬 1996 平成8 院工 株式会社デンソー AD ＆ ADAS 品質保証部　部長

伊 藤　 秀 人 1996 平成8 商 税理士法人クレサス 代表社員

宮 谷　 英 樹 1996 平成8 院法 ㈱電通   中部支社 法務部　シニア・ディレクター

大 野　 哲 彦 1996 平成8 経 東邦ガス株式会社 お客さま保安部  機器メンテナンスグループマネジャー

氏 家　 鉄 也 1997 平成9 商 ㈱電通　名鉄コミュニケーションズ 総合プランニング局プロモーションプロデュース部　一級建築士事務所長

白 樫 　 恵 1997 平成9 法 名古屋国税不服審判所 国税審判官

山 田　 洋 嗣 1998 平成10 法 山田洋嗣法律事務所 所長　

稲 井　 俊 之 1998 平成10 商 トヨタ自動車㈱ 国内営業部　担当課長

上 條　 祐 輔 1998 平成10 工 トヨタ自動車㈱ 新事業企画部　事業統括室　室長

榎 本　 幸 子 1998 平成10 法 榎本幸子公認会計士事務所／みれい会計事務所 代表

平 野 　 太 2000 平成12 商 ㈱インテルプレス 代表取締役
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氏　名 卒　年 学部 ご勤務先 役　職

西 村　 俊 一 2000 平成12 法 ウィル総合法律事務所 所長　弁護士

伊 藤　 誠 敏 2001 平成13 商 ㈲寺田三五郎商店 営業部   統括部長

井 上　 大 輔 2001 平成13 経 株式会社 IXY － AID　 代表取締役

小 島　 智 徳 2001 平成13 法 株式会社小島組 代表取締役社長

鈴 木　 高 伸 2002 平成14 商 愛知技術革新協同組合 代表理事

水 野　 勝 康 2002 平成14 文 長久手市議会議員

榎 木　 貴 之 2004 平成16 法 榎木法律事務所 所長

丹 羽　 宏 行 2004 平成16 商 ㈱中日新聞社 広告局   営業推進部

吉 田　 史 晴 2004 平成16 院総 ㈱ライフ東海 代表取締役

松 原 　 愛 2004 平成16 社会 株式会社アイシン D Ｘ推進部　ＤＸソリューション１室　第２グループ

横 山　 公 典 2005 平成17 法 ㈱ CBC テレビ コンテンツ戦略部

金 井　 邦 剛 2005 平成17 工 株式会社ハヤブサ環境サービス 代表取締役

辻 本    駿 2006 平成18 経 ライフマイスター㈱ 東海支社　名古屋支店

野々山 千夏子 2006 平成18 院法 名古屋市役所 公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会国際課　式典グループ

神 谷　 一 功 2006 平成18 法 神谷一功司法書士事務所 所長　司法書士

土 本　 達 郎 2008 平成20 文 多治見市役所 総務部 税務課　統括主査

遠 藤   希　 2009 平成21 文 ㈱かんぽ生命保険

斉 藤　 由 樹 2011 平成23 法 トヨタ自動車㈱　 国内営業部　係長

木 村　 祐 介 2014 平成26 商 ㈱キムラ美芸 営業部　係長

金 澤　 陽 貴 2015 平成27 経 春日井市議会議員

中田　 光太郎 2018 平成30 文情 阪和興業㈱ 鉄構営業部　鉄構営業課

岸 田 　 俊 2020 令和2 商 豊田通商株式会社 グローバル部品豪亜・東アジア部　豪亜地域第二グループ

監事候補者
氏　名 卒　年 学部 ご勤務先 役　職

斉 藤 　 誠 1986 昭和61 商 セントリバー税理士法人 代表社員

早稲田　 智大 2002 平成14 経 中部税理士法人 代表社員

◎顧問・参与一覧表（ご参考）
◆顧問

氏　名 卒　年 学部 ご勤務先 役　職

山 口　 春 三 1957 昭和32 商 トヨタモビリティ東名古屋㈱ 取締役社主

武 山　 栄 造 1957 昭和32 経 豊田通商㈱ 顧問（元会長）

大 島　 寅 夫 1960 昭和35 法 ㈱中日新聞社 顧問

山 田　 靖 典 1967 昭和42 法 山田・林法律事務所 所長　弁護士

伊 藤　 範 久 1970 昭和45 経 学校法人名城大学 常勤理事（※同志社校友会副会長）

村瀬　 元一郎 1973 昭和48 経 ㈱CBCテレビ 元取締役副社長

山 口　 茂 樹 1981 昭和56 商 キリックスグループ（トヨタモビリティ東名古屋㈱） 代表取締役会長

◆参与
氏　名 卒　年 学部 ご勤務先 役　職

中 林　 良 夫 1962 昭和37 法 名古屋テレビ 元副社長

豊 原　 洋 治 1964 昭和39 法 豊田通商㈱ 元代表取締役副会長　（※元 同志社校友会副会長）

夏 目　 和 良 1965 昭和40 経 中部日本放送㈱ 相談役

丹羽　 耕太郎 1968 昭和43 経 名古屋木材㈱ 代表取締役社長

鈴 木 　 登 1969 昭和44 工 愛知時計電機㈱ 元相談役

犬 飼　 敏 光 1969 昭和44 法 政法会東海支部 顧問

※本名簿は鋭意修正対応しておりますが、記載内容に誤りがございましたら、誠に申し訳ございませんが
事務局までご連絡いただきますようお願い申し上げます。
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2022年度　会計報告

増　減

懇親会飲食費 △561,463 会員券売却収入 △1,130,000

来賓交通費 △100,000 新入会員参加費用（特別会計より） △30,000

出演者謝礼

（会議費一部負担金収入）

会議費一部負担金収入

会議費 運営費一部負担金収入 △65,000

プログラム作成及び郵送費

ホームページ制作費 （広告収入）

事務局運営費 △38,485 プログラム広告収入

寄付金 △40,000 ホームページバナー広告収入 △80,000

寄付金（All Doshisha 2025） ブース出展 △20,000

慶弔費

雑費 （協力金収入）

ラグビーチケット協力金

総会時募金箱（寄付金）

（同志社グッズ売上原価）

同志社グッズ販売仕入 （同志社グッズ販売収入）

同志社グッズ販売収入

予備費 △100,000 （その他の収入）

学校法人等御芳志

受取利息

雑収入

△524,672 △698,856

当期収支差額 △120,620 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

（その他の支出）

小　　　計 小　　　計

合　　　計 合　　　計

2022年予算 2022年実績

（総会・懇親会費用） （総会・懇親会収入）

（事務運営費）

摘　　　要 2022年予算 2022年実績 増　減 摘　　　要

2022年度 一般会計 収支予算実績比較
（自2022年１月１日　至2022年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入

増　減

懇親会飲食費 会員券売却収入

来賓交通費 新入会員参加費用（特別会計より）

出演者謝礼

（会議費一部負担金収入）

会議費一部負担金収入

会議費 運営費一部負担金収入 △102,000

プログラム作成及び郵送費 △420,120

ホームページ制作費 （広告収入）

事務局運営費 プログラム広告収入

寄付金 ホームページバナー広告収入 △40,000

寄付金（All Doshisha 2025） ブース出展

慶弔費

雑費 （協力金収入）

ラグビーチケット協力金

総会時募金箱（寄付金）

（同志社グッズ売上原価）

同志社グッズ販売仕入 （同志社グッズ販売収入）

同志社グッズ販売収入

予備費 （その他の収入）

学校法人等御芳志

受取利息

雑収入

当期収支差額 △120,620 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

2022年度 一般会計 収支計算書
（自2022年１月１日　至2022年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入

合　　　計 合　　　計

（その他の支出）

前　期 当　期

（総会・懇親会費用） （総会・懇親会収入）

当　期

（事務運営費）

摘　　　要

小　　　計

摘　　　要 前　期

小　　　計

増　減

現　金 未払金 

前受金 △154,000

普通預金

未収入金 支部基金

　未収広告代金 △590,000 　前期繰越金

　未収運営費一部負担金収入

　当期正味財産増減額 △120,620 △739,130

△120,620 △120,620

2022年度　一般会計 貸借対照表
2022年12月31日現在

同志社校友会愛知支部（単位：円）

資                産 負  債  及 び  基  金

前　期 当　期 増　減

合      計 合      計

摘      要 前　期 当　期 増　減 摘      要
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普通預金 支部基金

　前期繰越金

　当期正味財産増減額 △149,937

2022年度 特別会計 貸借対照表
2022年12月31日現在

同志社校友会愛知支部（単位：円）

資                産 負  債  及 び  基  金

前　期 当　期 増　減

合      計 合      計

摘      要 前　期 当　期 増　減 摘      要

増　減

本年度本部補助金

新型コロナ禍支部支援

地域交流活性化支援：オンライン懇親会 △144,600

　クリスマス礼拝 △180,000 特別支援（クリスマス礼拝）

　ゴルフ大会費用

　通信費及び振込手数料 △660

受取利息

会議費一部負担金収入

当期収支差額 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

前　期 当　期 増　減 摘　　　要

2022年度 特別会計 収支計算書
（自2022年１月１日　至2022年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入

前　期 当　期

（本部要請行事参加費補助支出） （本部補助金等収入）

　総会若手援助金

（その他収入）

小　　　計

合　　　計 合　　　計

　　本部要請行事参加費補助

小　　　計

（その他支出）

摘　　　要

増　減

本年度本部補助金

新型コロナ禍支部支援

地域交流活性化支援：オンライン懇親会

　クリスマス礼拝 特別支援（クリスマス礼拝）

　ゴルフ大会費用

　通信費及び振込手数料 △1,000

△30,000 受取利息

会議費一部負担金収入 △600

△597

当期収支差額 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

小　　　計 小　　　計

合　　　計 合　　　計

摘　　　要 2022年予算 2022年実績

（本部要請行事参加費補助支出） （本部補助金等収入）

摘　　　要 2022年予算 2022年実績 増　減

　総会若手援助金

　　本部要請行事参加費補助

（その他支出）

（その他収入）

2022年度 特別会計 収支予算実績比較
（自2022年１月１日　至2022年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入
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2023年度　収支予算案

増　減

本年度本部補助金

新型コロナ禍支部支援

地域交流活性化支援：オンライン懇親会

　クリスマス礼拝 特別支援（クリスマス礼拝） △150,000

　ゴルフ大会費用（若手援助金）

　通信費及び振込手数料

受取利息

会議費一部負担金収入 △82,000

△232,000

当期収支差額 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

（その他支出）

（その他収入）

2023年度 収支予算案（特別会計）
（自2023年１月１日　至2023年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入

摘　　　要 2022年実績 2023年予算 増　減

小　　　計 小　　　計

合　　　計 合　　　計

摘　　　要 2022年実績 2023年予算

（本部要請行事参加費補助支出） （本部補助金等収入）

　総会若手援助金

　　本部要請行事参加費補助

増　減

懇親会飲食費 会員券売却収入

来賓交通費 新入会員参加費用（特別会計より）

出演者謝礼

（会議費一部負担金収入）

会議費一部負担金収入

会議費 △1,014,542 運営費一部負担金収入

プログラム作成及び郵送費

ホームページ制作費 （広告収入）

事務局運営費 △43 プログラム広告収入

寄付金 ホームページバナー広告収入

寄付金（All Doshisha 2025） ブース出展

慶弔費

雑費 （協力金収入）

ラグビーチケット協力金

総会時募金箱（寄付金）

（同志社グッズ売上原価）

同志社グッズ販売仕入 （同志社グッズ販売収入）

同志社グッズ販売収入

予備費 （その他の収入）

学校法人等御芳志

受取利息

雑収入 △240,869

当期収支差額 △120,614 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

（その他の支出）

小　　　計 小　　　計

合　　　計 合　　　計

2022年予算 2023年予算

（総会・懇親会費用） （総会・懇親会収入）

（事務運営費）

摘　　　要 2022年実績 2023年予算 増　減 摘　　　要

2023年度 収支予算案（一般会計）
（自2023年１月１日　至2023年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入
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歴代支部長一覧
　1.　常任理事会・理事会
　2.　西三河クラブ　
　3.　東三河会　
　4.　樹徳会東海支部　
　5.　政法会東海支部　
　6.　同経会東海支部
　7.　同志社ラグビー愛好会
　8.　愛知支部ゴルフクラブ（クローバー会）
　9.　名古屋R・Eクローバー倶楽部
 10.　愛知支部囲碁倶楽部
 11.　同志社スポーツユニオン東海支部
 12.　新島襄研究会
その他　・ 第３回 同志社校友会愛知支部ゴルフ大会のご案内

　・ 理工会愛知支部発足のご案内

愛 知 支 部 の 動 き
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校友会愛知支部活動一覧（2023年1月～2023年12月）および2023年活動案
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

総会
※ 40 周年：2017（Ｈ 29）年
50 周年：2027（Ｒ 9）年　予定

日程 10/15( 日）

時間 16:30

場所 名古屋観光
ホテル

正副支部長会議
日程 4/12（水） 開催なし 8/22（火）

時間 18:00 18:00

場所 NTP プラザ NTP プラザ

常任理事会
日程 6/20( 火 )

時間 18:00

場所 名古屋商工
会議所

理事会
日程 1/26( 木 ) 4/25( 火 ) 8/29( 火 )

時間 18:00 18:00 18:00

場所 名商グリル 名古屋商工
会議所

名古屋商工
会議所

実行委員会
日程 3/7（火） 6/27（火） 9/13（水） 10/3（火）

時間 19:00 19:00 19:00 18:00

場所 Zoom Zoom Zoom 名古屋観光
ホテル

政法会　※ 1
支部長：小津　勝（校友会三重県支部長）
副支部長：正木　桂　090-2182-0476

日程 総会
5/28（日 )

時間 11:00

場所 ガーデンパレス

樹徳会　※ 2
支部長：横山　伸二　052-362-0580

日程 常任幹事会
2/17（金）

役員
4/14（金）

総会
6/17（土 )

役員会
10/26（木）

役員忘年会
11/30（木）

時間 18:30 18:30 16:00 19:00 19:00

場所 涵梅舫 ガーデンパレス ガーデンパレス ガイーナ 澤正

スポーツユニオン　※ 3
支部長：小栗成男 052-521-4224

日程 本部総会 東海支部総会 本部
第１回総会 総会 代表者会議

時間 1/28（土） 3/10（金） 6/3（土） 7/8（金） 11/10（金）

場所 京都オークラ グランコート
名古屋 寒梅館 グランコート

名古屋 名鉄グランド

名古屋 R・E クローバー倶楽部　※４
代表世話人：堀内　孝明
副代表・事務局長：佐藤寛之 080-6973-0873

日程 情報部会
1/16（月）

例会
2/6（月）

情報部会
3/6（月）

例会
4/3（月）

情報部会
5/8（月）

総会
6/16（金）

情報部会
7/3（月）

納涼会
8/7（月）

情報部会
9/11（月）

3 大学合同例会
10/19（木）

情報部会
3/13（月）

忘年会
12/4（月）

時間 15:00 18:30 15:00 18:30 15:00 18:30 15:00 18:30 15:00 18:30 15:00 18:30

場所 丸の内土地 堀内ビル 丸の内土地 堀内ビル 丸の内土地 名鉄グランド 丸の内土地 一力 丸の内土地 ガーデンパレス 丸の内土地

西三河クラブ　※ 5
会長：同前仁史
事務局：内藤公士 0564-59-2700

日程 総会 5/20（土） ※２０２４年１月１９日新年会

時間 14:30 ※２０２４年６月１日総会

場所 竜美丘会館

東三河会　※ 6
会長：加山順一郎　090-3250-5449
事務局：青木祐太　090-6468-8951

日程 2/4（土）
新年会 7/29（土）

時間 17:30 17:00

場所 Chinese 
Dining　謝謝 華乃井テラス

ラグビー愛好会　※ 7
会長：正木桂 090-2182-047

日程 総会 3/4（土）

時間 17:00

場所 中華料理　王宮

囲碁倶楽部　※ 8
会長・事務局：勝康生 052-482-5494

日程 1/28（土） 4/22（土） 7/22（土） 10/28（土）

時間 11:00 11:00 11:00 11:00

場所 一社囲碁
センター

一社囲碁
センター 栄　囲碁サロン 栄　囲碁サロン

ゴルフクラブ　※ 9
幹事：堀川晶夫 090-6761-3745

日程 5/6（土） 9/14（木）

時間 10:30 8:33

場所 ニューキャピタ
ルゴルフ倶楽部 東名古屋 CC

同経会　※ 10
代表：岩村稔 090-1284-6501

日程 9/9（土）

時間 11:30

場所 名鉄グランド

新島襄研究会　※ 11
発起人：大島寅夫、石田芳弘
代表世話人：氏家鉄也

日程 1/20（金） 4/13（木） 6/21（水） 9/8（金）

時間 18:30 18:30 18:30 18:30

場所 ウィンクあいち 国際センター ウィンクあいち ウィンクあいち

その他
大懇親会バスツアー 日程

ゴルフ大会 日程 11/19（日）

場所 南山 CC

花見 日程
佐久島クルージング 日程
クリスマス会 日程

中京・東海ブロック会議 日程
場所

岐阜県支部　総会 日程 11/19（日）

静岡県支部　総会 日程 浜名湖同支社クラブ総会 1/15（日）

三重県支部　総会 日程 9/24（日）

ラグビー：愛知県ラグビー祭 日程 6/18（日）

時間
※ 1　1998（H10）年　東海支部　設立
※ 2　1963（S38）年　名古屋支部として設立、その後 2001（H13）年　東海支部（愛知・岐阜・三重）に改組
※ 3　2010（H22）年　スポーツユニオン東海支部　設立
※ 4　2006（H18）年　名古屋 R・E クローバー倶楽部　設立；2 ヶ月に１度偶数月の第１月曜日に情報交換会を開催。年１回中部不動産三田会との合同研修会・懇親会 (2018.10.18) 開催
※ 5　1980（S55）年設立　月日までは不明とのこと（内藤様より）
※ 6　1977（S52）年　東三河会発足
※ 7　1988（S63）年 5 月 13 日ラグビーを愛する会として名古屋で発足
※ 8　1996（H8）年　愛知支部囲碁倶楽部　設立　2018 年 7 月より大会日程を第 4 日曜日から第 4 土曜日開催に変更
※ 9　1970 年代（S40 年代後半）設立　
※ 10　2019（R1）年　名古屋のつどい初開催
※ 11　2022（R4）年　1 月 17 日理事会で発足

18愛知支部の動き　

校友会愛知支部活動一覧
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平
野
哲
始
郎　

大
井
弘
久　

萱
原
昇（
財
務
委
員

長
）

	
	

宮
崎
晃
吉　

稲
熊
裕
之　

勝
康
生　

平
田
浩
二　

水
野
一
裕

	
	

薮
下
浩
二　

加
藤
順
平　

氏
家
鉄
也

	

理　
　

事	

柴
田
洋
治
郎　

飯
田
裕　

岩
村
稔　

梶
本
一
典　

古
橋
敬
三

	
	

横
井
克
一
郎　

堀
内
孝
明　

河
村
正
人　

和
田
重
樹　

池
田
香

	
	

後
藤
正
義　

川
津
智
典　

杉
野
麻
子　

近
藤
裕
幸　

宮
谷
英
樹

	
	

榎
本
幸
子　

西
村
俊
一　

井
上
大
輔　

鈴
木
高
伸　

榎
木
貴
之

	
	

辻
本
駿　

野
々
山
千
夏
子　

法
寿
庵
諄　

	

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

	
	

松
原
愛

	

議　
　

長	

杉
崎
専
務
理
事

	

司　
　

会	

金
田
事
務
局
長

	

議
事
録
作
成	

横
山

4	

支
部
長
挨
拶

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。寒
さ
厳
し
い
中
、又
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ

て
い
な
い
中
、お
集
ま
り
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
回
新
し
い
試
み
と
い

う
事
で
会
場
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

本
年
10
月
15
日（
日
）の
総
会
を
も
っ
て
２
期
４
年
の
支
部
長
任
期
を
全
う
す
る

予
定
で
す
。任
期
中
の
課
題
と
し
て
若
返
り
を
考
え
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

10
月
15
日（
日
）の
総
会
ま
で
に
理
事
会
・
常
任
理
事
会
と
続
い
て
い
き
ま
す
の

で
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

創
立
1
5
0
周
年
で
あ
る
2
0
2
5
年
へ
向
け
て
新
し
い
讃
美
歌
や
ロ
ゴ
を
製

作
し
同
志
社
と
し
て
は
躍
進
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
や
る
事
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。愛
知
支
部
の
役
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
を
、お
願
い
い
た
し
ま

す
。

5	

審
議
事
項

（
1
）令
和
5
年
度
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
日
及
び
会
場

の
件（
伊
藤
実
行
委
員
長
）

・ 

10
月
15
日（
日
）に
予
定
し
て
い
る
。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
基
本
的
に
は
昨
年

同
様
で
考
え
て
い
る
。昨
年
よ
り
多
く
の
会
員
が
集
え
る
よ
う
参
加
予
定

人
数
を
3
5
0
人
と
考
え
て
い
る
。

	
⇒

　

意
義
な
く
拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

6	

協
議
事
項

（
1
）
同
志
社
大
学
2
0
2
5
Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ
募
金
に
つ
い
て

（
杉
崎
専
務
理
事
）

・ 

昨
年
11
月
12
日（
土
）に
大
学
で
募
金
担
当
者
会
議
が
あ
っ
た
。課
題
と
し

て
、法
人
へ
対
す
る
取
組
強
化
、個
人
の
募
金
で
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
と

新
規
獲
得
が
挙
げ
ら
れ
る
。愛
知
県
の
状
況
と
し
て
、個
人
は
大
阪
・
京
都

に
次
ぐ
3
番
目
と
な
っ
て
い
る
。法
人
は
4
社
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
少
な

い
状
況
で
あ
る
。

7	

報
告
事
項

（
1
）令
和
４
年
度
総
会
・
懇
親
会
報
告（
伊
藤
実
行
委
員
長
）

・ 

宇
山
さ
ん
の
金
メ
ダ
ル
を
見
る
事
が
出
来
て
良
か
っ
た
と
思
う
。新
し
い

試
み
も
い
く
つ
か
さ
せ
て
頂
い
た
中
、着
座
式
に
て
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
た

の
は
よ
か
っ
た
と
思
う
。

（
2
）令
和
4
年
度
収
支
報
告（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

総
会
は
広
告
及
び
ブ
ー
ス
出
展
が
伸
び
て
60
万
程
度
の
黒
字
と
な
っ
た
。

理
事
会
・
常
任
理
事
会
で
の
会
場
費
が
値
上
げ
さ
れ
収
支
を
悪
化
さ
せ
て

い
る
事
か
ら
会
場
を
変
更
さ
せ
て
頂
い
た
。ご
理
解
頂
き
た
い
。

	

Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ
へ
の
募
金
は
当
初
20
万
円
を
予
定
し
て
い

た
が
結
果
的
に
10
万
円
と
な
っ
た
。今
年
は
増
額
し
た
い
。

（
3
）令
和
5
年
度
常
任
理
事
会
・
理
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
杉
崎
専
務
理
事
）

第
１
２
５
回
理
事
会　
　
　

４
月
25
日
㈫　

名
古
屋
商
工
回
議
所
３
階
第
５
会
議
室

第
１
４
７
回
常
任
理
事
会　

6
月
20
日
㈫　

同
上

第
１
２
６
回
理
事
会　
　
　

8
月
29
日
㈫

（
4
）校
友
会
愛
知
支
部
活
動
一
覧（
杉
崎
専
務
理
事
）

・ 

新
年
会
途
中
で
各
支
部
・
ク
ラ
ブ
か
ら
報
告
が
あ
る
の
で
聞
い
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
5
）そ
の
他（
杉
崎
専
務
理
事
）

・ 

理
事
会
運
営
協
力
金
を
本
年
も
お
願
い
し
た
い
。

8	

新
年
会

理
事
会
終
了
後
、新
年
会
が
開
催
さ
れ
乾
杯
の
ご
発
声
は
大
島
顧
問
か
ら
頂
戴
し
た
。

各
会
・
ク
ラ
ブ
か
ら
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、自
己
紹
介
・
近
況
報
告
が
あ
り
、中
締
め
の
ご
挨
拶
は
中
林
参
与
か
ら
頂

戴
し
た
。

総
会
に
向
け
て
皆
で
が
ん
ば
ろ
う
と
士
気
を
高
め
、新
年
の
明
る
い
幕
開
け
と
な
っ
た
。

第
125
回
理
事
会
議
事
録

1	

日　

時	

令
和
5
年
4
月
25
日（
火
）18
時
00
分
～
20
時
00
分

2	

場　

所	

名
古
屋
商
工
会
議
所
３
階
第
５
会
議
室

3	

出
席
者	

49
名（
敬
称
略
）

	

顧　

問	

大
島
寅
夫　

伊
藤
範
久　

山
口
茂
樹　

	

参　

与	

中
林
良
夫　

犬
飼
敏
光

	

支
部
長	

小
栗
成
男

	

副
支
部
長	

杉
﨑
正
美（
専
務
理
事
）　

金
田
利
斉（
事
務
局
長
）　

横
地
康
子

	
	

橋
本
篤
一
郎（
組
織
委
員
長
）　

横
山
伸
二（
事
務
局
次
長
）　

	
	

正
木
桂　

加
山
順
一
郎　

伊
藤
誠
敏（
実
行
委
員
長
）

	

常
任
理
事	

八
神
弘
雄　

大
井
弘
久　

堀
川
晶
夫　

嶋
田
健
二　

	
	

萱
原
昇（
財
務
委
員
長
）　

宮
崎
晃
吉　

稲
熊
裕
之　

大
原
和
子

	
	

勝
康
生　

水
野
一
裕　

河
村
正
樹　

村
上
雅
之　

松
村
陽
明　

	
	

加
藤
順
平　

下
永
吉
隆　

氏
家
鉄
也

	

理　
　

事	

山
脇
実　

柴
田
洋
治
郎　

澤
井
秀
介　

森
口
茂
樹　

古
橋
敬
三

	
	

横
井
克
一
郎　

和
田
重
樹　

池
田
香　

後
藤
正
義　

川
津
智
典

	
	

杉
野
麻
子　

夏
目
一
馬　

大
野
哲
彦　

榎
本
幸
子　

榎
木
貴
之

	
	

辻
本
駿　

野
々
山
千
夏
子　

法
寿
庵
諄　

岸
田
俊

	

理
事（
承
認
前
）及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

	
	

安
藤
明
輝　

山
﨑
泰
孝　

水
野
勝
康

	

議　
　

長	

杉
﨑
専
務
理
事

	

司　
　

会	

金
田
事
務
局
長

	

議
事
録
作
成	

横
山　
　

	

会
に
先
立
ち
理
事（
承
認
前
）及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
者
の
自
己
紹
介
を
行
っ
た

4	

支
部
長
挨
拶

以
前
か
ら
の
財
政
問
題
の
解
決
必
要
が
あ
る
中
で
杉
﨑
専
務
理
事
の
御
尽
力
で
本

会
場
を
使
う
事
と
な
り
、会
議
費
の
大
幅
な
削
減
に
つ
な
が
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
か
ら
後
程
報
告
が
あ
り
ま
す
が
6
月
18
日（
日
）に
早
稲
田
と
の

対
戦
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
り
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、本
日
は
多
数
お
集
ま
り
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

5	

審
議
事
項

（
1
）令
和
４
年
度
愛
知
支
部
決
算
承
認
の
件

	

（
杉
﨑
専
務
理
事
）

・ 

昨
年
の
数
字
を
み
る
と
会
場
費
が
高
額
で
あ
る
。経
費
節
減
の
為
に
本
会

場
と
し
た
。ご
承
認
頂
き
た
い
。

	

（
金
田
事
務
局
長
）

・	

一
般
会
計
は
1
2
0
,6
2
0
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。
又
、特
別
会
計

は
2
8
2
,0
2
1
円
の
プ
ラ
ス
と
な
り
ト
ー
タ
ル
1
6
1
,
4
0
1
円

の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

・ 

監
査
報
告
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
今
後
検
討
し
て
い

く
事
と
し
た
。

	
⇒

意
義
な
く
拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
2
）令
和
5
年
度
予
算
承
認
の
件（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

今
年
の
総
会
は
3
5
0
人
規
模
で
の
開
催
と
し
収
入
を
考
え
て
い
る
。会

議
費
に
つ
い
て
は
会
場
変
更
に
よ
っ
て
大
幅
に
削
減
す
る
予
算
と
な
っ
た
。

A
L
L　

D
o
s
h
i
s
h
a
2
0
2
5
へ
の
本
年
寄
付
金
予
算
30
万
の

へ
増
額
、本
部
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
支
部
支
援
金
の
入
金
を
報
告
し
た
。

	
⇒

意
義
な
く
拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
3
）募
金
に
関
す
る
件（
杉
﨑
専
務
理
事
）

・	

目
標
50
億
に
対
し
て
1
4
.
7
億
と
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

	

対
策
と
し
て
個
人
に
対
し
て
毎
年
の
募
金
呼
び
か
け
、法
人
に
対
し
て
調

査
機
関
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
募
金
を
要
請
し
て
い
く
。今
後
の
対
応
と

し
て
、①
理
事
会
運
営
協
力
金
の
上
限
を
廃
止
し
希
望
口
数
と
の
差
額
を

支
部
の
寄
付
に
加
え
る
、②
案
と
し
て
総
会
懇
親
会
に
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
を
開
催
し
て
売
り
上
げ
を
募
金
に
加
え
る
等
考
え
て
い
る
。5
年
間

で
1
0
0
万
円
と
い
う
決
定
を
し
て
い
る
が
そ
れ
以
上
の
寄
付
が
出
来
る

よ
う
検
討
し
た
。

・ 

募
金
し
た
方
の
名
前
が
色
ん
な
所
に
で
る
と
良
い
と
思
う
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。

	
⇒

異
議
な
く
拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

6	

報
告
事
項

（
1
）令
和
５
年
度
常
任
理
事
会
・
理
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
１
４
７
回
常
任
理
事
会　

６
月
20
日（
火
）　

名
古
屋
商
工
会
議
所
３
階
第
５
会
議
室

第
１
２
６
回
理
事
会　
　
　

８
月
29
日（
火
）　

名
古
屋
商
工
会
議
所
３
階
第
５
会
議
室

19 愛知支部の動き　／　 1　常任理事会・理事会

常
任
理
事
会
・
理
事
会

１



令
和
５
年
総
会　
　
　
　
　

10
月
15
日（
日
）　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル　

那
古

（
2
）令
和
５
年
度
総
会
・
懇
親
会
に
つ
い
て（
伊
藤
実
行
委
員
長
）

・ 
昨
年
と
同
じ
着
座
形
式
で
考
え
て
い
る
。募
金
の
為
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

を
計
画
し
て
い
る
。

（
3
）理
工
会
愛
知
支
部
設
立
に
つ
い
て（
加
山
副
支
部
長
）

・ 

3
月
に
2
回
目
の
設
立
会
議
を
行
っ
た
。次
回
６
月
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

理
工
会
本
部
・
校
友
会
愛
知
支
部
の
助
力
を
お
願
い
し
た
い
。

（
4
）各
ク
ラ
ブ
、同
好
会
の
活
動
報
告

出
席
の
各
担
当
者
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。松
村
常
任
理
事
よ
り
6
月
18
日（
日
）の

愛
知
県
ラ
グ
ビ
ー
祭
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

 第
147
回
常
任
理
事
会
議
議
事
録

1	

日　

時	

令
和
5
年
6
月
20
日（
火
）18
時
00
分
～
20
時
00
分

2	

場　

所	

名
古
屋
商
工
会
議
所　

3
階
第
5
会
議
室

3	

出
席
者	

計
34
名（
敬
称
略
）

	

顧　

問	

大
島
寅
夫　

伊
藤
範
久　

山
口
茂
樹　

	

参　

与	

中
林
良
夫　

豊
原
洋
治　

鈴
木
登　

犬
飼
敏
光

	

支
部
長	

小
栗
成
男

	

副
支
部
長	

杉
﨑
正
美（
専
務
理
事
）　

金
田
利
斉（
事
務
局
長
）　

同
前
仁
史

	
	

横
地
康
子　

橋
本
篤
一
郎（
組
織
委
員
長
）　

	
	

横
山
伸
二（
事
務
局
次
長
）　

正
木
桂　

加
山
順
一
郎　

	
	

伊
藤
誠
敏

	

常
任
理
事	

平
野
哲
始
郎　

大
井
弘
久　

堀
川
晶
夫　

嶋
田
健
二　

	
	

藤
森
源
久　

萱
原
昇（
財
務
委
員
長
）　

宮
崎
晃
吉　

	
	

稲
熊
裕
之　

勝
康
生

	
	

河
村
正
樹　

松
村
陽
明　

山
﨑
泰
孝（
承
認
前
）　

氏
家
鉄
也

	

事
務
局	

杉
野
麻
子　

池
田
香　

田
中
伸
乃
輔（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席
）

	

進　

行	

議
長
：
杉
﨑
専
務
理
事　

司
会
：
金
田
事
務
局
長

	
	

議
事
録
作
成
：
横
山　
　

	

会
議
に
先
立
ち
初
参
加
の
常
任
理
事（
承
認
前
）よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

4	

支
部
長
挨
拶

　

お
忙
し
い
所
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。先
週
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
ユ
ニ
オ
ン
総
会
・
全
国
支
部
長
会
議
、学
校
法
人
同
志
社
の
理
事
会
・
評
議
会
が

開
催
さ
れ
参
加
し
て
き
ま
し
た
。当
支
部
の
伊
藤
範
久
さ
ん
が
校
友
会
副
会
長
と

し
て
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。又
、樹
徳
会
支
部
総
会
・
愛
知
県
ラ
グ
ビ
ー
祭
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
は
理
工
会
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
行
わ
れ
、こ

ち
ら
に
も
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

本
日
は
議
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。活
発
な
意
見
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

5	

協
議
事
項

（
1
）令
和
５
年
度
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
総
会
・
懇
親
会
に
つ
い
て（
伊
藤
実
行

委
員
長
）

・ 

総
会
・
懇
親
会
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
い
て
説
明
。

	

昨
年
度
よ
り
１
か
月
程
度
早
い
開
催
と
な
る
の
で
早
め
に
諸
事
項
を
決
定

し
て
い
き
た
い
。

	

当
日
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
が
あ
っ
た
。

	
⇒

意
義
な
く
拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

5	

報
告
事
項

（
1
）令
和
５
年
度
常
任
理
事
会
・
理
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
杉
﨑
専
務
理
事
）

第
１
２
６
回
理
事
会　

８
月
29
日（
火
）　名

古
屋
商
工
会
議
所
３
階
第
５
会
議
室

令
和
５
年
総
会　
　
　

10
月
15
日（
日
）　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル　

那
古

（
2
）理
工
会
愛
知
支
部
第
1
回
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
件（
加
山
副
支
部
長
）

・ 	

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
6
月
14
日
に
開
催
し
た
。本
部
よ
り
3
名
、

当
地
の
発
起
会
メ
ン
バ
ー
9
名
で
行
っ
た
。
本
部
・
東
京
に
続
い
て
当
地

に
て
設
立
願
い
た
い
と
の
本
部
の
要
望
に
よ
る
。

	

具
体
的
な
内
容
は
今
後
の
検
討
次
第
で
あ
る
。第
1
回
総
会
は
30
名
程
度

で
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
3
）11
月
19
日（
日
）の
第
3
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
つ
い
て（
橋
本
副
支
部
長
）

・	

昨
年
10
月
開
催
の
折
は
連
休
・
台
風
・
行
事
等
が
あ
り
11
月
に
行
う
事
と
し

た
。ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と
も
連
携
し
て
行
い
た
い
。10
組
予
約
し
て
い
る
の

で
参
加
お
願
い
し
た
い
。

（
4
）愛
知
県
ラ
グ
ビ
ー
祭（
松
村
常
任
理
事
）

・ 	

6
月
18
日
に
瑞
穂
競
技
場
に
て
早
稲
田
大
学
と
対
戦
し
た
。結
果
は
残
念

な
が
ら
敗
戦
と
な
っ
た
が
天
気
も
良
く
盛
り
上
が
っ
た
。チ
ケ
ッ
ト
販
売

協
力
及
び
応
援
に
感
謝
し
た
い
。観
衆
は
ト
ー
タ
ル
で
3
0
4
2
名
で
あ
っ

た
。

	

来
年
は
残
念
な
が
ら
本
校
の
試
合
は
な
い
が
再
来
年
以
降
開
催
で
き
る
よ

う
応
援
願
い
た
い
。

（
5
）各
ク
ラ
ブ
、同
好
会
の
活
動
報
告

・ 	

出
席
者
各
会
代
表
者
に
よ
り
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

（
6
）そ
の
他（
理
事
会
運
営
協
力
金
、同
志
社
フ
ェ
ア
i
n
福
岡
2
0
2
3
等
）

（
金
田
事
務
局
長
）理
事
会
運
営
協
力
金
入
金
状
況
の
説
明

（
杉
野
事
務
局
）同
志
社
フ
ェ
ア
i
n
福
岡
2
0
2
3
説
明
。

（
杉
﨑
専
務
理
事
）5
月
2
日
に
田
島
参
与
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
旨
の
報
告
。

⇒

全
員
に
て
黙
祷
を
行
っ
た　

第
126
回
理
事
会
議
事
録

1	

日　

時	

令
和
5
年
8
月
29
日（
火
）18
時
30
分
～
20
時
00
分

2	

場　

所	

名
古
屋
商
工
会
議
所
３
階
第
５
会
議
室

	
出
席
者	

53
名（
敬
称
略
）

	
顧　

問	

大
島
寅
夫　

伊
藤
範
久　
　

	
参　

与	

中
林
良
夫　

豊
原
洋
治　

犬
飼
敏
光

	

支
部
長	

小
栗
成
男

	

副
支
部
長	

杉
﨑
正
美（
専
務
理
事
）　

金
田
利
斉（
事
務
局
長
）　

同
前
仁
史

	
	

横
地
康
子　

橋
本
篤
一
郎（
組
織
委
員
長
）　

	
	

横
山
伸
二（
事
務
局
次
長
）　

正
木
桂　

加
山
順
一
郎　

	
	

伊
藤
誠
敏（
実
行
委
員
長
）

	

常
任
理
事	

八
神
弘
雄　

平
野
哲
始
郎　

大
井
弘
久　

堀
川
晶
夫　

	
	

嶋
田
健
二　

藤
森
源
久　

宮
崎
晃
吉　

稲
熊
裕
之　

大
原
和
子

	
	

勝
康
生　

河
村
正
樹　

薮
下
浩
二　

松
村
陽
明　

山
﨑
泰
孝　

	
	

氏
家
鉄
也

	

理　
　

事	

柴
田
洋
治
郎　

飯
田
裕　

澤
井
秀
介　

梶
本
一
典　

加
藤
範
久

	
	

古
橋
敬
三　

水
野
泰
二　

横
井
克
一
郎　

堀
内
孝
明　

	
	

川
村
正
人　

和
田
重
樹　

池
田
香　

後
藤
正
義　

川
津
智
典

	
	

杉
野
麻
子　

榎
本
幸
子　

西
村
俊
一　

榎
木
貴
之　

松
原
愛　

	
	

木
村
祐
介　

法
寿
庵
諄　

	

理
事（
承
認
前
）オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

	
	

小
島
智
徳　

金
澤
陽
貴

	

議　
　

長	

杉
﨑
専
務
理
事

	

司　

会	

金
田
事
務
局
長

	

議
事
録
作
成	

横
山　
　

	

会
に
先
立
ち
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
者
の
自
己
紹
介
を
行
っ
た

3	

支
部
長
挨
拶

　

皆
様
こ
ん
ば
ん
は
。来
る
10
月
15
日
の
支
部
総
会
を
も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。こ
れ
迄
ご
厚
情
を
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。次
期
支
部
長
は

杉
﨑
専
務
理
事
に
お
願
い
し
ま
し
た
。人
格
者
で
こ
れ
ま
で
も
事
務
局
始
め
本
会

活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
は
53
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
、有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。新
し
い
若
い
方
も

増
え
て
き
て
お
り
頼
も
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。今
日
も
充
実
し
た
会
議
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
を
始
め
る
前
に
本
年
５
月
に
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
田
島
参
与
の
黙
祷
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。（
黙
祷
を
行
っ
た
）

4	

審
議
事
項

（
1
）新
支
部
長
及
び
新
理
事
選
任
議
案
の
件（
杉
﨑
専
務
理
事
）

・	

選
任
案
を
基
に
議
案
説
明

	
⇒

異
議
な
く
拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

5	

報
告
事
項

（
1
）令
和
５
年
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
件

	

（
伊
藤
実
行
委
員
長
）

・	

ブ
ー
ス
出
展
に
つ
い
て
説
明
。（
そ
の
後
出
展
予
定
企
業
の
報
告
）今
回
の

同
志
社
グ
ッ
ズ
販
売
に
よ
る
収
益
は
全
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
す
る
予
定
で
あ

る
。

	

出
席
者
状
況
、ブ
ー
ス
出
展
状
況
、広
告
依
頼
・
承
諾
状
況
、プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
状
況

	

（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

総
会
出
席
に
つ
い
て
皆
様
よ
り
お
声
が
け
を
お
願
い
し
た
い
。

	

広
告
依
頼
状
況
に
つ
い
て
説
明
。プ
ロ
グ
ラ
ム
原
稿
に
つ
い
て
は
9
月
末

厳
守
で
お
願
い
し
た
い
。

（
2
）令
和
５
年
度
常
任
理
事
・
理
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
杉
﨑
専
務
理
事
）

令
和
５
年
総
会　

10
月
15
日（
日
）　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル　

那
古

（
3
）各
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の
活
動
報
告

出
席
の
各
担
当
者
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

（
4
）そ
の
他

・	

新
卒
者
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

	

（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

皆
様
か
ら
も
た
く
さ
ん
お
声
が
け
し
て
も
ら
い
た
い
。

	

（
杉
﨑
専
務
理
事
）

・ 「
リ
ユ
ニ
オ
ン
全
国
同
志
社
人
ゴ
ル
フ
大
会
」開
催
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

	

（
小
栗
支
部
長
）

・	

4
年
間
支
部
長
を
務
め
て
き
て
感
じ
た
事
を
伝
え
て
最
後
の
挨
拶
と
し
た

い
。冒
頭
に
も
話
し
た
一
体
感
と
い
う
部
分
で
は
校
友
会
の
一
体
感
が
足

り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。も
っ
と
フ
ラ
ン
ク
に
な
っ
て
い

く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

	

広
報
に
対
し
て
は
新
島
襄
を
も
っ
と
前
面
に
出
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
事
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
も
見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。そ

う
い
っ
た
意
味
で
現
在
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
肖
像
画
も
統
一
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

	

最
後
に
、東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
な
ど
で
話
を
聞
く
と
同
志
社
の
方
は
奥
ゆ
か

し
い
と
言
わ
れ
る
。も
っ
と
物
言
う
同
志
社
人
に
な
っ
て
い
く
べ
き
と
思

い
ま
す
。

	

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
存
在
感
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。関
東
以
北
の
受
験
者

数
が
減
少
し
て
い
る
状
況
を
思
う
と
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
広
報
を
強

化
し
て
い
か
な
い
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。今
後
と
も
本
部
に
対
し

て
も
っ
と
意
見
を
言
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

（
杉
﨑
専
務
理
事
）

・ 

総
会
で
正
式
に
新
支
部
長
と
な
り
ま
す
。数
え
ま
す
と
私
で
15
代
目
、又
尾

張
・
東
三
河
・
西
三
河
が
一
緒
に
な
っ
て
愛
知
支
部
と
な
っ
て
50
年
の
節
目

も
近
づ
い
て
き
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
多
大
な
ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

20 1　常任理事会・理事会　／　愛知支部の動き　



西
三
河
ク
ラ
ブ

東
三
河
会

2

３

会
長

同
前
仁
史（
昭
和

 6 0
年
・
経
済
学
部
卒
）

会
長　

加
山
順
一
郎（
平
成
９
年
・
工
学
部
卒
）

　

毎
年
西
三
河
ク
ラ
ブ
で
は
、会
員
の
皆
様

の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、総
会
・

講
演
会
・
懇
親
会
を
中
心
に
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、本
年
も
５
月
20
日（
土
）に
、

岡
崎
の
竜
美
丘
会
館
内
レ
ス
ト
ラ
ン（
ロ
ー

レ
ラ
イ
）に
て
、総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

総
会
当
日
は
、ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
の

　

ご
協
力
も
あ
り
滞
り
な
く
総
会
を
終
了

し
た
後
に
、元
衆
議
院
議
員
・
元
犬
山
市
長

で
あ
る
石
田
芳

弘
先
輩
に
、「
新

島
襄
と
私
」
と

い
う
演
題
で
お

話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

学
生
時
代
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、

長
年
政
治
の
場

に
携
わ
っ
て
み
え
た
方
な
ら
で
は
の
裏
話

ま
で
、大
変
興
味
深
い
お
話
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
懇
親
会
に
お
い
て
は
、校
友
会
愛

知
支
部
の
小
栗
成
男
支
部
長
は
じ
め
多
方

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
お
話
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。お
忙
し
い
中

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し

て
最
後
に
、コ
ロ
ナ
期
間
中
に
は
自
粛
を
し

て
お
り
ま
し
た
、カ
レ
ソ
ン
・
同
志
社
チ
ア
ー

を
行
い
無
事
会
の
方
を
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、会
終
了
後
に
は
、場
所
を
移
し
ま

し
て
二
次
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。年
齢

や
職
業
を
問
わ

ず
、
学
生
時
代

に
戻
っ
た
よ
う

な
雰
囲
気
で
大

変
盛
り
挙
が
り

ま
し
た
の
で
、

こ
ち
ら
も
あ
わ

せ
て
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
西
三
河
ク
ラ
ブ
で
は
、新
規
会
員
の
方（
総

会
等
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
方
）を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。お
住
ま
い
・
仕
事
・
趣

味
等
々
と
に
か
く「
同
志
社 

西
三
河
」に
関

連
す
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。入
会
希
望
の
方
は
以
下
の

連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ま
せ
。

　

同
志
社
大
学
東
三
河
会
は
、東
三
河
在
住

の
同
級
生（
女
子
大
の
同
級
生
も
含
む
）に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、1
9
7
7
年（
昭

和
52
年
）に
発
足
し
ま
し
た
。
定
例
の
活
動

は
冬
期
に
行
う
新
年
懇
親
会
と
、夏
期
に
行

う
総
会
の
年
２
回
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
か
ら

延
期
と
な
っ
た
令
和
4
年
度
総
会
は
、10
月

29
日（
土
）に
無
事
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。約
30
名
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。ま
た
、本
総
会
を
も
っ
て
岡
本
会

長
が
退
任
さ
れ
、新
た
に
加
山
順
一
郎
さ
ん

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
新
年
懇
親
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、2
月
4
日

（
土
）
に
謝
々
で

開
催
し
、約
40
名

の
会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。加
山

新
会
長
の
挨
拶

後
、下
江
新
城
市

長
に
よ
る
講
演
、

会
員
の
方
々
の

近
況
報
告
等
が

な
さ
れ
、会
の
最
後
に
は
円
陣
を
組
み
、恒

例
の
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
・
同
志
社
チ
ア
ー
を

参
加
者
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
総

会
は
7
月
29
日

（
土
）に
華
乃
井
テ

ラ
ス
で
開
催
し
、47

名
の
会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。
同
志

社
校
友
会
の
小
栗

愛
知
支
部
長
が
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ

り
、当
会
の
活
動
に

対
し
、温
か
い
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。講
演
で
は
鈴
木
孝
治
様
か
ら「
世

界
陸
上
ブ
ダ
ペ
ス
ト
大
会
」と
題
し
て
、世

界
陸
上
の
歴
史
や
日
本
の
現
状
、最
新
動
向

等
を
講
演
い
た
だ
き
、大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
事
務
局
を
中
心
に
幅
広
い
年
代

の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

催
し
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
是
非
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

西
三
河
ク
ラ
ブ
事
務
局

〒
4
4
4

－
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8
3
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岡
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市
柱
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株
式
会
社
サ
ー
ラ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン  

総
務
部　

総
務
グ
ル
ー
プ　
　

下
田
卓
矢 

T
E

L 0532-51-1182

（
直
通
） 
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M

ail ts18806@
sala.jp 

石田先輩ご講演の様子

二次会の様子
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樹
徳
会
東
海
支
部

政
法
会
東
海
支
部

４４

５

樹
徳
会
東
海
支
部

支
部
長  

横
山
伸
二（
平
成
5
年
・
商
学
部
卒
）

政
法
会
東
海
支
部

支
部
長  

小
津 

勝（
昭
和
46
年
・
法
学
部
卒
）

令
和
5
年
6

月
17
日（
土
）、

ホ
テ
ル
名
古

屋
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
に
て
、

第
60
回
東
海

支
部
総
会
、

懇
親
会
を
開

催
い
た
し
ま

し
た
。
対
面

で
の
開
催
が

難
し
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
の
実
施
を
試
み
た
り
、会
員
の

皆
様
と
の
交
流
の
継
続
に
努
め
た
甲
斐
あ

り
、今
年
も
94
名
も
の
ご
参
加
を
頂
き
、大
変

盛
会
と
な
り
ま
し
た
。来
賓
と
し
て
上
田
雅

弘
商
学
部
長
、南
美
樹
樹
徳
会
理
事
長
、小

栗
成
男
校
友
会
愛
知
支
部
長
兼
ス
ポ
ー
ツ

ユ
ニ
オ
ン
東
海
支
部
長
の
ご
参
列
を
賜
り
、

ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
、

元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表　

大
西
将
太
郎
様

（
2
0
0
1
年
卒
）に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
同
志
社

ラ
グ
ビ
ー
」と
題
し
た
講
演
で
、ご
自
身
の
ラ

グ
ビ
ー
人
生
、同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
へ
深
い
愛

情
、秋
に
ひ
か
え
た
フ
ラ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
見
所
ま
で
、大
変
楽
し
く
熱
い
お
話
を

伺
え
ま
し
た
。

　

東
海
支
部
で
は
年
々
、若
手
を
中
心
に
女

性
の
参
加
者
が
増
え
て
い
る
事
は
、嬉
し
い

事
で
す
。

　

活
動
は
他

に
、“
ゴ
ル
フ

部
”や“
山
楽

部
”“
和
菓
子

研
究
会
”な
ど

あ
り
、職
種
や

年
齢
を
超
え

た
仲
間
で
楽

し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
学

部
を
問
わ
ず
、

こ
の
東
海
の

地
で
、広
く
多

く
の
校
友
の

方
々
と
温
か
い

交
流
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

樹
徳
会
東
海
支
部

副
支
部
長  

神
野
貴
子

（
平
成
6
年 

商
学
部
卒
）

　

本
年
度
の
政
法
会
東
海
支
部
の
総
会
は
、

例
年
開
催
し
て
い
た
場
所
か
ら
変
更
し
て
、

名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、同
窓
の
榎
本
幸
子
さ
ん

（
平
成
10
年
法
卒
）と
そ
の
お
仲
間
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、素
晴
ら
し
い
歌

声
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、総
会

で
は
、事
業
報
告
及
び
決
算
、事
業
計
画
及
び

予
算
案
を
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
講
演
会
で
は
、C
B
C
テ
レ
ビ

特
別
解
説
委
員
で
あ
る
石
塚
元
章
氏（
昭
和

56
年
法
卒
）に
、「
取
材
を
通
し
て
見
た
歴
史

と
地
政
学
」と
題
し
て
大
変
興
味
深
い
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、懇
親
会
終
了
後
に
は
全
員
で
カ

レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
歌
い
、来
年
の
再
開
を
約

し
て
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
へ
の
差
し
入
れ

　

本
年
6
月
18
日（
日
）に
、パ
ロ
マ
瑞
穂
ラ

グ
ビ
ー
場
に
て
早
稲
田
大
学
と
ラ
グ
ビ
ー
の

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
差
し
入
れ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。試
合
の
方
は
残
念
な
が
ら
敗

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、白
熱
し
た
試
合
を

観
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
、我
々
の
親
睦
も
深

め
る
こ
と
が
で
き
、非
常
に
有
意
義
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

政
法
会
東
海
支
部

副
支
部
長 

正
木 

桂 （
平
成
7
年
・
法
学
部
卒
）

総会ビンゴ大会

和菓子研究会　京都無鄰菴にて

試合当日会場前にて

石塚氏ご講演の様子

山楽部　燕岳にて

◇東海支部事務局
〒464-0850
愛知県名古屋市千種区今池2-1-16 
八晃ビル６Ｆ
林雄一税理士事務所

      林　雄一 （平成10年卒）

電話 ：052-735-6561
Email ： y.hayashi@coda.ocn.ne.jp

◇政法会東海支部
　事務局
〒460-0002　　　
名古屋市中区
丸の内三丁目19番5号
FLEZIOLA2階

ウィル総合法律事務所内
弁護士  西村　俊一
         （平成12年法卒）

電話 ： 052-265-5765
FAX ： 052-265-5785
Email ： seihoukai.
                toukai@gmail.com
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同
経
会
東
海
支
部 
６

７

同
経
会
・
東
海
支
部
長

岩
村 

稔（
昭
和
5 4
年
・
経
済
学
部
卒
）

　

同
志
社
経
済
学
部（
同
経
会
）名
古
屋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
よ
り
東
海
支
部
と
し
て

支
部
化
さ
れ
活
動
し
て
い
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
東
海
地
域
に
お
い
て
同
志
社
経
済
学

部
卒
業
生
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
同

経
会
の
価
値
を
向
上
さ
せ
会
員
を
拡
大
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
東
海
支

部
企
画
の
第
一
弾

と
し
て
9
月
9
日

（
土
）に
名
鉄
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
11

時
30
分
か
ら『
名
古

屋
の
つ
ど
い
』を
開

催
し
ま
し
た
。東
海

支
部
旗
を
同
経
会

と
し
て
新
規
作
成

し
こ
の
名
古
屋
の
つ
ど
い
で
お
披
露
目
と
な

り
ま
し
た
。前
日
ま
で
台
風
の
影
響
で
ど
う
な

る
か
と
思
い
ま
し
た
が
当
日
は
台
風
も
抜
け

快
晴
で
気
持
ち
良
い
天
候
と
な
り
出
席
者
も

51
名
と
昨
年
よ
り
多
く
の
方
に
出
席
頂
き
ま

し
た
。

　

講
演
者
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
中

西
哲
生
氏
で「
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
て
」と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
頂
く
予
定
で
し
た
が
中

西
氏
が
出
席
者
の
年
齢
層
を
見
て
咄
嗟
に
出

席
者
が
興
味
を
持
つ
よ
う
な
講
演
内
容
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。ま
ず
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
中
西

氏
が
昔
J
リ
ー
グ（
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
、等
）

の
選
手
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
選
手
時

代
の
プ
レ
ー
を
紹
介
。現
在
世
界
で
活
躍
中
の

サ
ッ
カ
ー
選
手（
ソ
シ
エ
ダ
の
久
保
健
英
、等
々
）

の
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ー
チ
で
も
あ
り
久
保
選
手

の
凄
さ
を
写
真
で
説
明
頂
き
ま
し
た
。
選
手

を
育
て
る
為
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
T
e
a
c
h

で
は
な
く
＂C
o
a
c
h
i
n
g„
で
あ
り

選
手
本
人
が
伸
ば
し
た
い
と
思
う
事
を

C
o
a
c
h
i
n
g
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
説
明
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
出
演
さ
れ
て
い
る
T
B
S『
サ
ン
デ
ー

モ
ー
ニ
ン
グ
』の
裏
話
も
少
し
お
話
し
頂
き
ま

し
た
。

　

中
西
氏
と
し
て
も
今
回
の
同
志
社
O
B
・

O
G
の
前
で
の

講
演
は
ア
ウ
ェ
ー

感
な
く
ホ
ー
ム

に
戻
っ
て
講
演

で
き
た
と
の
事

で
講
演
終
了
後

懇
親
会
ま
で
の

間
で
記
念
撮
影

の
時
間
を
と
っ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

同
経
会
東
海
支
部
と
し
て
今
後
も
卒
業
生

に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
、今
ま
で
活
動
に
参
加
頂
け
な
か
っ
た

卒
業
生
や
同
経
会
を
ご
存
知
な
い
卒
業
生
の

方
に
も
発
信
し
会
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　

ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
で
は
、1
．同
志
社
ラ
グ

ビ
ー
部
の
試
合
の
応
援
・
観
戦　

2
．
同
志

社
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
を
招
い
た
講
演
と
会
員

同
士
の
交
流　

3
．三
重
・
岐
阜
方
面
の
同
好

の
有
志
や
早
稲
田
大
学
Ｏ
Ｂ
と
の
交
流
等
同

志
社
ラ
グ
ビ
ー
に
関
連
す
る
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、主
た
る
活
動
と

い
た
し
ま
し
て
、例
年
総
会
を
開
催
し
、そ
の

後
講
演
会
と
懇
親
会
を
開
催
し
て
会
員
の
親

睦
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
３
月
４
日（
土
）に
、天
理
大
学
ラ

グ
ビ
ー
部
監
督
の
小
松
節
夫
氏（
昭
和
63
年

文
卒
）を
お
呼
び
し
て
、「
O
B
と
し
て
、そ
し

て
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
見
た
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
」

と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

天
理
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
を
全
国
優
勝
に
導
か

れ
た
小
松
監
督
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、現

在
の
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
部
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
き
、非
常
に
新
鮮
な
気
分
で
話
し
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
変
お
忙
し

い
中
、名
古
屋
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
小
松
監
督
に
、こ
の
場
を
お
借
り
し

て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
年
は
6
月
18
日（
日
）に
、パ
ロ
マ

瑞
穂
ラ
グ
ビ
ー
場
に
お
い
て
早
稲
田
大
学
と

の
試
合（
愛
知
県
ラ
グ
ビ
ー
祭
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。残
念
な
が
ら
試
合
の
方
は
14
対
36

で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、試
合
当
日
栄

養
ゼ
リ
ー
の
方
を
差
し
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、加
え
て
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

小松監督ご講演の様子

講演者　中西氏

総会の様子

愛知県ラグビー祭　差し入れの様子

連
絡
先

連
絡
先    

正
木
桂

正
木
桂

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

chukyolaw
0326@

yahoo.co.jp

会
員
募
集

会
員
募
集　

ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。ラ
グ
ビ
ー
経
験
者
も
そ

う
で
な
い
方
も
、同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
の
フ
ァ
ン
の
方
も
こ
れ
か
ら
フ
ァ
ン
に
な
ら
れ
る
方
も
、

何
方
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
に
少
し
で
も
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
正
木（
平
成
７
年
・
法
卒
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

23 愛知支部の動き　／   6 同経会東海支部  7 ラグビー愛好会

同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
会
長

正
木　

桂（
平
成
7
年
・
法
学
部
卒
）

連
絡
先

　

岩
村　

稔 

携　

帯
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８　

令
和
５
年
９
月
14
日
に
東
名
古
屋
カ
ン

ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
ク
ロ
ー
バ
ー
会

第
98
回
大
会
を
15
名
の
参
加
で
開
催
致
し

ま
し
た
。私
は
２
年
前
よ
り
参
加
し
て
お
り

ま
す
が
、今
回
は
須
沢
顕
彰
先
輩
、河
村
正

樹
前
副
支
部
長
そ
し
て
私
の
高
校
か
ら
の

友
人
で
あ
る
長
谷
川
泰
弘
さ
ん
と
一
緒
の

組
で
と
て
も
楽
し
く
プ
レ
ー
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。須
沢
先
輩
は
私
よ
り
10
歳
以

上
年
上
に
も
か
か
わ
ら
ず
ほ
と
ん
ど
カ
ー

ト
に
乗
ら
ず
プ
レ
ー
を
し
て
お
り
大
し
た

も
の
だ
な
あ
と
感
心
し
て
お
り
ま
し
た
。優

勝
者
は
豊
原
先
輩
で
し
た
が
、な
ん
と
前
半

は
１
ア
ン
ダ
ー
で
ま
わ
っ
て
こ
ら
れ
、後
半

は
少
し
乱
れ
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
40
で
ト
ー

タ
ル
75
で
回
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。私
は
２

年
前
に
は
豊
原
先
輩
と
同
じ
ス
コ
ア
ー
で

回
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
が
、今
回
は
な
ん

と
114
た
た
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　

優
勝
し
た
豊
原
さ
ん
は
じ
め
、準
優
勝
の

後
藤
さ
ん
、３
位
の
渡
辺
さ
ん
、10
位
の
土

屋
さ
ん
が
グ
ロ
ス
80
台
で
回
っ
て
こ
ら
れ

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。来
年
は
記

念
の
第
１
０
０
回
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
ゴ
ル
フ
の
好
き
な
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

追
伸
：　

小
栗
支
部
長
か
ら
皆
様
に
参
加
賞

と
し
て
花
桔
梗
の
お
菓
子
の
差
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ（
ク
ロ
ー
バ
ー
会
）会
員

金
田
利
斉（
昭
和
55
年
・
工
学
部
卒
）

名
古
屋
R
・
E
ク
ロ
ー
バ
ー

倶
楽
部
　
活
動
報
告

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（
ク
ロ
ー
バ
ー
会
）活
動
報
告

９　

本
年
で
設
立
18
周
年
を
迎
え
ま
し
た
同
志
社

不
動
産
会　

名
古
屋
Ｒ
・
Ｅ
ク
ロ
ー
バ
ー
倶
楽
部

は
、不
動
産
業
界
・

建
設
業
界
及
び
不

動
産
に
関
連
す
る

各
士
業（
弁
護
士
・

不
動
産
鑑
定
士
・

司
法
書
士
・
土
地

家
屋
調
査
士
等
）や

金
融
関
連
等
々
に

携
わ
る
校
友
が
集

う
会
で
す
。（
令
和

5
年
8
月
現
在
、

会
員
数
80
名
）

　

本
会
の
主
な
活

動
内
容
と
し
て
は
、

2
ヶ
月
に
1
度
偶

数
月
の
第
1
月
曜

日
に
会
員
の
方
、あ

る
い
は
外
部
か
ら

講
師
を
迎
え
て
講

演
を
行
う
情
報
交

換
会（
例
会
）と
そ

の
後
に
懇
親
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。総

会
は
毎
年
６
月
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、今
年
は

コ
ロ
ナ
禍
も
収
ま
り
ま
し
た
の
で
、6
月
17
日
に

大
阪
・
東
京
の
R
・
E
ク
ロ
ー
バ
ー
倶
楽
部
か
ら

も
10
名
出
席
頂
き
総
勢
約
50
名
の
参
加
の
も
と

盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
の
総
会
で

は
役
員
の
改
選
が
あ
り
、堀
内
孝
明（
昭
和
61
年

卒
、経
済
学
部
）が
新
代
表
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、他
校
と
の
交
流
と
し
て
平
成
24
年
か
ら

慶
応
大
学
O
B
で
組
織
さ
れ
る
中
部
不
動
産
三

田
会
と
年
1
回
の
合
同
研
修
会
と
懇
親
会（
幹

事
両
校
の
持
ち
回
り
）を
行
っ
て
お
り
ま
す
。今

年
か
ら
は
早
稲
田
大
学
O
B
の
名
古
屋
不
動
産

稲
門
会
と
の
交
流
事
業
も
始
ま
り
、三
田
会
さ
ん

も
含
め
た
初
の
3
校
の
合
同
例
会
を
10
月
19
日

に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
他
、三
田
会
さ
ん

と
は
毎
年
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

　

実
際
の
不
動
産
情
報
交
換
を
行
う
場
と
し
て

の
情
報
部
会
を
奇
数
月
の
第
1
月
曜
日
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。
物
件
情
報
は
も
と
よ
り
最
近
の

市
場
の
動
向
等
、生
の
話
が
聞
け
る
場
と
し
て
少

し
ず
つ
定
着
し
て
き
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
。近
年
、

成
約
事
例
も
い
く
つ
か
出
て
き
て
お
り
今
後
益
々

活
発
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。な
お

情
報
部
会
に
は
、上
記
の
三
田
会
さ
ん
か
ら
も
参

加
頂
い
て
お
り
、今
後
は
稲
門
会
さ
ん
か
ら
も
参

加
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

懇
親
事
業
と
し
て
は
、9
月
21
日
に
初
め
て

女
子
会（
ラ
ン
チ
会
）を
行
い
女
性
メ
ン
バ
ー
の

交
流
を
行
い
ま
し
た
。又
、不
定
期
に
宿
泊
旅
行

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
秋
の
高
山
祭
観

光
と
焼
岳
登
山
・
上
高
地
散
策
を
10
月
9
日
～

10
日
の
2
日
間
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

楽
し
く
・
為
に
な
り
・
仕
事
に
も
プ
ラ
ス
に
な

る
！
そ
ん
な
会
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
今
後
益
々

活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
不
動

産
関
連
業
種
の
方
や
本
会
活
動
に
興
味
が
あ
る

方
は
業
種
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
是
非
と
も
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

代
表
世
話
人

堀
内
孝
明（
昭
和
6 1
年
・
経
済
学
部
卒
）

お
問
合
せ
先

　

堀
川　

晶
夫

携　

帯

　

0
9
0 - 
6
7
6
1 - 
3
7
4
5

事
務
局
長

　

佐
藤　

寛
之

　

携　

帯

　
　

0
8
0 -

6
9
7
3 - 
0
8
7
3

堀内孝明新代表 総会集合写真 
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幹　

事

　
　

堀
川
晶
夫
（
昭
和
4 1
年
・
工
学
部
卒
）



愛
知
支
部
　
囲
碁
倶
楽
部
　
活
動
報
告

10　

こ
の
四
月
か
ら
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
勝

康
生
で
す
。大
高
俊
男
氏（
昭
和
三
三
法
卒
）・
小

崎
源
太
郎
氏（
昭
和
三
二
商
卒
）・
佐
藤
教
博
氏

（
昭
和
三
七
文
卒
）・
高
倉
績
氏（
昭
和
四
四
法
卒
）

に
続
く
四
代
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
先
輩
方

の
ご
尽
力
で
こ
の
会
が
続
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
三
年
間
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
定
例
大
会

が
中
止
に
な
る
な
ど
囲
碁
倶
楽
部
と
し
ま
し
て

も
活
動
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
り

ま
し
た
。令
和
三
年
度
は
、ま
っ
た
く
大
会
を
開

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員
の
方
々

が
高
齢
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
重
症
者
が
出
る
可
能
性

が
高
か
っ
た
為
の
決
定
で
あ
り
ま
し
た
。
幸
い

に
会
員
の
中
か
ら
重
症
に
な
っ
た
方
は
な
く
昨

年
度
再
開
し
た
時
に
皆
さ
ん
の
元
気
な
顔
を
見

ら
れ
た
の
は
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
高
齢
で
あ
る
が

た
め
に
体
調
を
崩
さ
れ
て
退
会
さ
れ
た
方
も
数

名
出
た
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、長
ら
く
お
世
話
に
な
っ
た
囲
碁
サ
ロ

ン
ロ
ダ
ン
が
廃
業
し
会
場
を
替
え
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
変
化
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
一
社
囲
碁
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し

ま
し
た
が
、こ
の
一
社
囲
碁
セ
ン
タ
ー
も
契
約
満

期
で
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
伏
見
の
秋
月

ハ
イ
ツ
に
移
転
し
、七
月
の
大
会
は
こ
の
秋
月
ハ

イ
ツ
の
碁
会
所
で
大
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

巷
で
は
、藤
井
聡
太
氏
の
登
場
で
空
前
の
将
棋

ブ
ー
ム
が
到
来
し
て
い
ま
す
。書
店
で
も
藤
井
氏

に
関
連
し
た
本
が
高
く
平
積
み
さ
れ
て
い
る
の

を
み
る
と
少
し
う
ら
や
ま
し
い
気
が
し
ま
す
。

囲
碁
界
で
も
井
山
裕
太
氏
・
一
力
遼
氏
・
芝
野
虎

丸
氏
・
藤
沢
里
菜
氏
・
上
野
愛
咲
美
氏
な
ど
珠
玉

の
ス
タ
ー
棋
士
が
出
て
い
ま
す
が
、藤
井
氏
の
イ

ン
パ
ク
ト
に
は
敵
わ
な
い
よ
う
で
す
。

　

今
年
の
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
杭
州
で
第

十
九
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

中
国
で
は
囲
碁
は
ス
ポ
ー
ツ
の
範
疇
に
入
る
そ

う
で
囲
碁
の
国
際
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
以

前
は
、日
本
の
棋
士
は
国
際
大
会
で
無
敵
の
強
さ

を
誇
っ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
で
は
韓
国
や
中
国

の
後
塵
を
か
ぶ
っ
て
い
る
状
況
で
す
。中
国
・
韓

国
で
は
囲
碁
を
知
的
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
若
者
が

こ
ぞ
っ
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、日

本
で
は
囲
碁
は
、お
年
寄
り
の
趣
味
の
一
つ
と
捉

え
が
ち
で
あ
り
囲
碁
人
口
は
、減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。囲
碁
サ
ロ
ン
ロ
ダ
ン
の
廃
業
、

一
社
囲
碁
セ
ン
タ
ー
の
移
転
も
社
会
状
況
の
一

端
を
表
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
や

サ
ッ
カ
ー
は
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
健
闘
に

よ
り
人
気
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
囲
碁
に

お
い
て
も
国
際
大
会
で
の
健
闘
が
望
ま
れ
ま
す
。

韓
国
・
中
国
の
棋
士
を
撃
破
し
是
非
と
も
優
勝
を

果
た
し
、人
気
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
会
の
大
会
以
外
で
は
、昨
年
の
六
月
に
恵
那

に
て
有
志
に
よ
る
囲
碁
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、あ
い
に
く
台
風
接
近
に
よ
る
悪
天
候
で

し
た
が
八
名
と
い
う
過
去
最
高
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。予
定
者
全
員
参
加
と
な
り「
台
風
の
中
、

よ
う
く
る
な
」と
お
互
い
を
自
嘲
し
あ
っ
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
打
っ
て
・
歌
っ
て
・
飲
ん
で
楽

し
い
囲
碁
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
の
入
賞
者
を
次
に
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

第
八
十
七
回
大
会
　
一
月
二
十
八
日（
土
）

一
社
囲
碁
セ
ン
タ
ー
に
て

優
勝　

塩
谷　

雅
彦　
（
五
段
）

新
会
員
に
て
初
出
場
初
優
勝

二
位　

伊
藤　

英
輔　
（
五
段
）

三
位　

小
崎
源
太
郎　
（
八
段
）

第
八
十
八
回
大
会
　
四
月
二
十
二
日（
土
）

一
社
囲
碁
セ
ン
タ
ー
に
て

優
勝　

小
崎　

源
太
郎（
八
段
）

二
位　

藤
井　

輝
昭　
（
初
段
）

三
位　

苅
谷　

秀
夫　
（
二
段
）

第
八
十
九
回
大
会
　
七
月
二
十
二
日（
土
）

秋
月
ハ
イ
ツ
囲
碁
サ
ロ
ン
に
て

優
勝　

勝　
　

康
生　
（
四
段
）

二
位　

高
倉　
　

績　
（
二
段
）

三
位　

鳥
谷　

紀
寿　
（
八
段
）

　

小
生
、久
方
ぶ
り
に
優
勝
の
美
酒
に
浴
し
ま
し

た
。
あ
ま
り
に
も
ブ
ラ
ン
ク
が
長
く
何
年
ぶ
り

の
優
勝
な
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ

よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
対
戦
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ

で
も
優
勝
は
難
し
い
で
す
。
素
直
に
喜
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、一
つ

目
は
、年
四
回
の
例
会
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
く

こ
と
。二
つ
目
は
、例
会
以
外
に
有
志
に
よ
る
囲

碁
会
を
実
施
し
て
会
員
の
つ
な
が
り
を
強
め
て

い
く
こ
と
。三
つ
め
は
、他
大
学
の
校
友
会
囲
碁

部
と
の
交
流
会
を
実
施
し
て
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
を
掲
げ
ま
す
。

新
会
員
大
募
集

新
会
員
大
募
集

連
絡
先

　

電
話
番
号

０
５
２
―
４
８
２
―
５
４
９
４ 

　

携
帯
電
話

０
９
０
―
２
３
４
９
―
９
４
１
０ 

　

メ
ー
ル　

k
a
t
s
u
0
0
7
@
m
e
d
i
a
c
a
t
.

n
e.
j
p 

例　

会

　

一
月
・
四
月
・
七
月
・
十
月
の
第
四
土
曜
日

　

午
前
十
一
時
開
始  

場　

所
秋
月
ハ
イ
ツ
囲
碁
サ
ロ
ン（
栄
囲
碁
サ
ロ
ン
）

ハ
ン
デ
ィ
ー
戦
の
ス
イ
ス
方
式
に
よ
り
順
位

決
定 

知
的
ス
ポ
ー
ツ
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か

知
的
ス
ポ
ー
ツ
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か  

25 愛知支部の動き　／  10 囲碁倶楽部

会
長　

勝　

康
生　
（
昭
和
5 6
年
・
文
学
部
卒
）



第
13
回
　
各
部
代
表
者
会
議
：

11
月
11
日（
金
）名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

・
本
部
か
ら
は
豊
原
最
高
顧
問
、藤
原
会
長
、佐

野
理
事
長
、福
村
常
任
顧
問
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。小
栗
東
海
支
部
長（
ス
ポ
ー
ツ

ユ
ニ
オ
ン
副
会
長
）の
冒
頭
の
力
強
い
ご
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、佐
野
理
事
長
か
ら
は
今
年

9
月
に
策
定
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

・
ご
講
演
は
、「
同
志
社
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
支
援

の
取
組
み
と
、中
核
を
担
う
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
」と
題
し
、同
志
社
大
学 

学
生
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長 

下
楠 

昌
哉
先
生
か
ら
、京

都
で
の
ご
活
動
を
詳
し
く
伺
い
ま
し
た
。

第
12
回
　
総
会
：

　
　
2
0
2
2
年
3
月
10
日（
金
）

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋 

・
ご
来
賓
と
し
て
大
学
か
ら
は
八
田 

英

二
総
長
・
理
事
長
、
植
田 

宏
文
体
育
会

長
、
下
楠 
昌
哉
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
、
河
村 

秀
明
学
生
支
援
機
構 

ス
ポ
ー

ツ
支
援
課
長
、
八
田 
英
二
総
長
・
理
事

長
秘
書 

石
田 

修
一
氏
、
校
友
会
か
ら
は

岐
阜
県
支
部 

安
田 

洋
一
郎
名
誉
支
部
長
、碓

井 

洋
支
部
長
、三
重
県
支
部 

小
津 
勝
支
部

長
、静
岡
県
支
部 

阿
部 

久
慶
支
部
長
、愛
知

支
部 

金
田 

利
斉
事
務
局
長
、東
海
地
区
の
各

会
か
ら
は
政
法
会
東
海
支
部 

正
木 

桂
副
支

部
長
、樹
徳
会
東
海
支
部 

横
山 

伸
二
支
部

長
、同
経
会 

名
古
屋 

岩
村 

稔
代
表
に
ご
列

席
を
賜
り
ま
し
た
。

・
本
部
か
ら
は
豊
原 

洋
治
最
高
顧
問
、藤
原 

卓

也
会
長
、
佐
野 

聡
伸
理
事
長
、
小
山 

利
巳

相
談
役
、
大
日 

常
男
相
談
役
、
松
村 

昌
子

副
理
事
長
、萩
野 

眞
O
B
O
G
会
長（
水
泳

部
）、
内
田 

茂
信
O
B
O
G
会
長（
ボ
ク
シ

ン
グ
部
）、
北
村 

孝
文
O
B
O
G
会
長（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
）に
ご
出
席
い
た
だ
き
、各
部

O
B
・
O
G
を
合
わ
せ
1
0
0
名
を
超
え
る

方
々
が
一
同
に
会
し
、久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
合
い
ま
し
た
。 

・
総
会
の
冒
頭
で
は
小
栗 

成
男
東
海
支
部
長
か

ら
、ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。校
友
会
愛

知
支
部
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
の
話
題
に
も
触
れ

ら
れ
、「
優
勝
を
狙
う
よ
う
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

を
起
こ
し
て
い
き
た
い
。
熱
い
思
い
で
同
志

社
を
応
援
し
て
い
き
た
い
」、と
積
極
的
に
思

い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

・
ご
講
演
は
副
学
長 

中
谷
内 

一
也（
な
か
や
ち

　

か
ず
や
）先
生
を
お
招
き
し
、『
危
機
管
理

と
信
頼
の
心
理
学
』と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。わ
か
り
や
す
い
事
例
や
戦
国

大
名
の
例
え
話
に
聴
衆
は
大
い
に
引
き
込
ま

れ
、危
機
管
理
、リ
ス
ク
削
減
の
た
め
の
行
動

に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
は
、同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
発
展
の
た
め
、物
・
心
両

面
の
援
助
を
図
る
と
共
に
、体
育
会
各
部
O
B
・
O
G
会
の
結
束
と
相
互
の
親
睦
を
図

り
、母
校
の
発
展
と
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、関
東
支
部
に
続
き
、

2
0
1
0
年
に
東
海
支
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
の
一
部
の
在

住
者
で
、51
ク
ラ
ブ
の
体
育
会
O
B
・
O
G
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。毎
年
11
月
に
各
部

の
代
表
者
・
副
代
表
者
に
よ
る「
各
部
代
表
者
会
議
」、3
月
に
は
東
海
支
部
の「
総
会
」が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、東
海
地
区
で
開
催
さ
れ
る
各
部
大
会
に
お
い
て
、応
援
・
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
東
海
支
部
　
活
動
報
告

11

東
海
支
部
長　

小
栗
成
男（
昭
和
6 2
年
・
商
学
部
卒
）

小栗東海支部長 

副学長・学生支援機構長
 中谷内先生八田総長・理事長

大盛会の会場（壇上は小栗東海支部長） 

＊
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://doshisha-su.com
/ 　

　
　
　
　
　
　

Facebook

、同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ム
編
集
局
の

Tw
itter

、各
ク
ラ
ブ
のSN

S

・
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
へ

リ
ン
ク
し
て
お
り
ま
す
。

＊【Facebook

】

D
oshisha Sports Fanpage

h
ttp

s://w
w

w
.fa

ce
b

o
o

k
.co

m
/D

o
sh

ish
a

-S
p

o
rts-

Fanpage-508152232686616/

応
援
・
支
援
活
動
状
況

応
援
・
支
援
活
動
状
況

２
０
２
３
年
：
6
ク
ラ
ブ
、8
大
会
支
援
、1
大
会
応
援

（
２
０
２
３
年
9
月
15
日
現
在
）

２
０
２
２
年
：
10
ク
ラ
ブ
、13
大
会
支
援
、1
大
会
応
援

２
０
２
１
年
：
11
ク
ラ
ブ
、12
大
会
支
援
、0
大
会
応
援 

今
後
の
主
な
予
定

今
後
の
主
な
予
定

【
第
14
回 

東
海
支
部
各
部
代
表
者
会
議
】

※
詳
細
検
討
中（
２
０
２
３
年
9
月
15
日
現
在
）

日
時
：
２
０
２
３
年
11
月
10
日（
金
）

受
付
：
18
時
～　

開
始
：
18
時
30
分
～

場
所
：
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル  

連
絡
先
・
東
海
支
部
事
務
局

事
務
局
長　

白
戸
健
治　

shiratok@
m

eijo-h.ed.jp

事
務
局　
　

杉
野
麻
子　

asugino@
ntp-g.com

2611 スポーツユニオン東海支部  ／　愛知支部の動き　  



新
島
襄
研
究
会 

活
動
報
告

12

代
表
世
話
人　

⽒
家
鉄
也

（
平
成
9
年
・
商
学
部
卒
）

設
立
の
経
緯

　

新
島
襄
研
究
会
は
、大
島 

寅
夫
さ
ん（
1
9
6
0

年
・
法
）、石
田 

芳
弘
さ
ん（
1
9
6
9
年
・
商
） 

が
発

起
人
と
な
り
、小
栗
支
部
長
は
じ
め
校
友
会
愛
知
支

部
の
ご
協
力
を
得
て
、2
0
2
2
年
1
月
17
日（
月
）

の
校
友
会
愛
知
支
部
理
事
会
に
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
会
の
趣
旨

　

同
志
社
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、目
指
す
も
の
、迷
い
、

悩
み
は
、本
当
に
多
様
で
す
。こ
う
し
た
時
代
を
よ

り
良
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
、新
島
襄
の
生
き

方
の
中
に
は
、た
く
さ
ん
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。書
籍
を
た
ど
り
、そ
こ
に
書
か
れ
た
新
島

襄
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
り
合
い
な
が
ら
、新
島

襄
へ
の
、そ
し
て
同
志
社
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま

す
。
対
話
を
通
し
て
、会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

「
今
、必
要
と
す
る
新
島
襄
」を
発
見
す
る
旅
を
、こ

れ
か
ら
も
続
け
て
参
り
ま
す
。

研
究
会
の
報
告

　

昨
年
は
、発
足
回
に
始
ま
り
、2
回
目
以
降
の
研

究
会
で
は
、課
題
書「
マ
ン
ガ
で
読
む
新
島
襄
―
自

由
へ
の
旅
立
ち
」を
事
前
に
読
み
、感
想
を
各
人
が

述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、「
続 

マ
ン
ガ
で
読
む
新
島

襄
―
日
本
初
の
私
立
大
学
設
立
へ
の
挑
戦
」の
感
想

を
事
前
に
S
N
S
に
て
共
有
し
ま
し
た
。 

所
感
の

内
容
に「
何
故
」を
探
る
こ
と
で
、新
島
襄
の
本
質
に

迫
る
べ
く
、意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、「
新
島
襄
の
手
紙
」１
章
か
ら
３
章
ま

で
を
、3
回
に
わ
た
っ
て
読
み
ま
し
た
。誰
か
が
客

観
的
に
記
述
し
た
新
島
襄
で
は
な
く
、手
紙
と
い
う

媒
体
を
通
し
て
、新
島
襄
の
肉
声
に
触
れ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。続
い
て
、2
回
に
わ
た
っ
て「
良
心
」

に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
同
志
社
大
学
学

術
リ
ポ
ジ
ト
リ（
※
）に
所
蔵
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト（
良

心
碑
の
来
歴
）を
ベ
ー
ス
に
同
志
社
パ
ー
ソ
ン
と
て

馴
染
み
の
あ
る
良
心
を
、様
々
な
角
度
か
ら
探
究
し

ま
し
た
。良
心
＝
日
本
的（
儒
教
的
）な
道
徳
で
は
な

く
、良
心
＝
共
に
知
り
、共
に
真
実
を
求
め
る
こ
と

→
c
o
n 

s
i
e
n
c
e
と
い
う
学
び
を
共
有
し

ま
し
た
。

建
物
紹
介 

｜
同
志
社
大
学
に
つ
い
て
｜
同
志
社
大

学
新
島
襄
の
手
紙 

（
岩
波
文
庫 

青 

1
0
6
-1
）日

本
人
を
狭
く
縛
る「
道
徳
」を
離
れ
て
、

「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
、自
由
主
義
、国
際
主
義
」の
翼

（
＝
良
心
）を
羽
ば
た
か
せ
て
、新
し
い
日
本
人
を
創

造
し
た
い
と
新
島
襄
は
願
っ
た
の
で
は
と
、会
員
の

皆
さ
ん
と
共
に
想
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

今
後
の
活
動

　

調
整
中
で
す
が
、同
志
社
大
学
良
心
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
訪
問
や
、新
島
襄
の
墓
参
り
な
ど
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
っ
て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
※
）同
志
社
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
は
、同
志
社

大
学
の
研
究
成
果
や
教
育
資
源
等
の
学
術
コ

ン
テ
ン
ツ
を
収
集
・
蓄
積
・
保
存
し
、無
償
で
世

界
に
発
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

h
ttp

s

：//dosh
ish

a.rep
o.n

ii.ac.jp
/

records/28656 

 2023年11月19日 ( 日 )

 南山カントリークラブ
 愛知県豊田市中金町獅子ヶ谷955番地
 TEL（0565）42-1111

 3,000円（パーティー・賞品代）
 プレー代、プロショップ、茶店は各自でご負担ください。

 26,400円（税込）メンバーの方は14,000円 ( 税込み )
＊35歳以下若手会員には校友会本部より「若手支援金」としまして補助（￥8,000）を
いたしますので、プレー代は￥18,400円となります。

 18ホールストロークプレー
 ダブルぺリア方式（1ホールトリプルボギーでカット、H’cp36まで）
 イン・アウト同時9時3分スタート　7分間隔　最終組9時31分スタート

なるべく1組4名で申し込みください。（1名～3名の申し込みは合同チームに入っていただきます）
定員40名満員次第もしくは11月上旬に締め切らせていただきます。 

第３回 同志社校友会愛知支部ゴルフ大会のご案内
お問合せ先・申し込み先
同志社校友会愛知支部組織強化委員長

橋本篤一郎
携帯　090-3301-1567　FAX　052-441-8380　
メールアドレス　atsu@hashimoto-mfg.co.jp 

開　催　日

会 場

会 費

プ レ ー 代

競 技 方 法

お
問
い
合
わ
せ
先

　

⽒
家  

鉄
也

Em
ail 

： ujibon.com
@

gm
ail.com

27 愛知支部の動き　／  12 新島襄研究会



同志社理工会 愛知支部
事務局　金井　邦剛

k-kanai@hks-speed.jp
愛知県岡崎市真宮町３番地１２

090-1861-6712

初期メンバー募集
ご連絡ください！

さらなる「共有結合」をしようではないか
発起会メンバー
加山順一郎（1997卒）　　加山興業㈱
金田　利斉（1980卒）　　丸の内土地㈱
梶本　一典（1980卒）　　CKD㈱
後藤　正義（1989卒）　　㈱トヨタレンタリース名古屋
夏目　一馬（1995卒）　　㈱デンソー
長谷川泰弘（1982卒）　　㈱江口巌商店
渡邊　一平（1986卒）　　名古屋空港ビルディング㈱
伊藤　和芳（1991卒）　　積水ハウス㈱
金井　邦剛（2005卒）　　㈱ハヤブサ環境サービス

同志社大学　理工会　愛知支部　発足
令和６年６月　第一回総会　開催予定

集え！ 理系集え！ 理系
～同志社大学　工学部・理工学部を卒業したあなたへ

～
～同志社大学　工学部・理工学部を卒業したあなたへ

～

28理工会愛知支部発足のご案内



愛知支部の同志社会の一覧です。
他に社内に同志社会があれば、ぜひ事務局までご連絡をお待ちしております。

【職域法人　一覧】（敬称略・五十音順）
社・グループ名 会　名 担当窓口 部署・役職 卒年 学部

1 ㈱アイシン アイシンクローバー会 澤田　浩伸 人材組織開発部	幹部人事グループ		グループ長 1994 H6 経

2 ㈱愛知銀行 愛銀クローバー会 柳　博之 総合企画部　部長 1993 H5 法

3 愛知県庁 県庁クローバー会 平野　大輔 教育委員会事務局 2002 Ｈ14 文

4 NTPホールディングス㈱ クローバー会 杉野　麻子 経営企画部 1992 H4 文

5 キリックスグループ キリックス同志社会 井上　良太 人事採用教育グループ　グループリーダー 2014 H26 商

6 中部電力・JERA 中部電力　三葉会 薮下　浩二 中部電力パワーグリッド㈱品質改革推進室 1991 H3 商

7 中部日本放送㈱ 横山　公典 コンテンツ戦略部 2005 H17 法

8 ㈱中日新聞社 冨田　恭次 中部日本ビルディング㈱			取締役	業務局長（出向） 1986 S61 経

9 ㈱デンソー 三つ葉会 平野　研 電動エネルギーマネジメントシステム事業戦略室長 1994 H6 商

10 豊島㈱ 豊島　三つ葉会 近藤　裕幸 3部　部長 1995 H7 経

11 東邦ガス㈱ 東邦ガス同志社会 大野　哲彦 お客さま保安部機器
メンテナンスグループマネジャー 1996 H8 経

12 トヨタ自動車(株) トヨタ自動車OB・OG会 上條　祐輔 新事業企画部　事業統括室　室長 1998 H10 工

13 豊田通商㈱ 山﨑　泰孝 産業車輌部　部長 1992 H4 商

14 名古屋市役所 名古屋市役所同志社会 野々山　千夏子 公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技
大会組織委員会国際課　式典グループ 2006 H18 法院

15 阪和興業㈱ 中田　光太郎 鉄構営業部　鉄構営業課 2018 H30 文情

16 名鉄グループ 名鉄同志社会 川津　智典 名古屋鉄道㈱　執行役員　財務部長 1992 H4 経

【法曹会・会計人会・JC】（敬称略）
会　名 担当窓口 卒　年 学部

名古屋同志社法曹会
会長：山田　靖典 1967 S42 法

窓口：水野　泰二 1986 S61 法

同志社会計人会東海支部 支部長：後藤　久貴 1991 H3 経

名古屋JC同志社会 橋本　篤一郎 1993 H3 文

職
域
法
人
・
法
曹
会
・
会
計
人
会
・
J
C
の
ご
紹
介
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　平素は大学の教育・研究活動および学生支援への取組に対しご理解とご

支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

　同志社は2025年に創立150周年を迎えます。同志社大学においては、大

学の果たすべき使命と期待される役割を担うべく、中期行動計画として「同

志社大学 VISION 2025」を策定しました。

　 そ の た め の 財源 と し て、2017年10月 よ り「 同志社大学2025 ALL 

DOSHISHA 募金」をスタートさせました。

　2020年からは新型コロナウイルス感染症による影響で経済困窮状態に

陥った学生たちへの支援に重点を置いたお願いをしてまいりましたところ、

多くの方からご賛同とご支援を賜りました。皆様からの温かいご支援が同

志社を支えていただいていることを実感し、改めまして心より御礼申し上

げる次第です。　この先いかなる困難な状況になろうとも、一人の学生も

取り残さず、社会に有為な人物の養成と輩出という大学の使命を果たして

まいります。

　現在、大学では、同志社創立150周年記念事業（大学建設事業）のシンボ

ルとして、今出川校地の図書館の建替え及び京田辺校地のスポーツ・コン

プレックス（複合多目的スポーツ施設）建設等の大規模建設事業を進めて

います。

　学生の主体的な学びをサポートする新図書館建設、正課教育・正課外活

動の充実のみならず、卒業生や地域の皆様にもご利用いただけるスポーツ・

コンプレックス建設を通じ、キャンパス全体の活性化を図ってまいります。

　記念すべき150周年の節目に、何卒、皆様の想いを未来の学生に向けて

いただき、これらの建設事業をはじめとする大学の取組へ温かいご支援を

賜りますようお願い申し上げます。

　末筆ながら皆様のご多幸とますますのご活躍を心よりお祈り申し上げ

ます。

同志社校友会愛知支部会員の皆様へ

「同志社大学 2025 ALL DOSHISHA募金」
へのご協力のお願い

1973年12月の竣工以来、およそ50年にわたっ
て多くの皆様にご利用いただいております今出川
図書館は、施設・設備の老朽化が進み、耐震化へ
の対応やバリアフリー等ダイバーシティへの対応
が充分ではないこと、また、書庫狭隘化等の課題
も有しています。
このたび、今出川図書館は、より充実した学習・

研究の場を提供するため、2023年8月上旬から
2026年3月末にかけて図書館を閉館し、同志社創
立150周年記念事業（大学建設事業）として建替
を行うことになりました。
詳細なスケジュールその他については、随時ホー
ムページにてお知らせいたしますので、ご覧くだ
さい。

https://library.doshisha.ac.jp/guide/newlib.html
詳しくはこちら▼

今出川校地新図書館建設について

今出川校地
新図書館建設
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学長

同志社大学



1973年12月の竣工以来、およそ50年にわたっ
て多くの皆様にご利用いただいております今出川
図書館は、施設・設備の老朽化が進み、耐震化へ
の対応やバリアフリー等ダイバーシティへの対応
が充分ではないこと、また、書庫狭隘化等の課題
も有しています。
このたび、今出川図書館は、より充実した学習・
研究の場を提供するため、2023年8月上旬から
2026年3月末にかけて図書館を閉館し、同志社創
立150周年記念事業（大学建設事業）として建替
を行うことになりました。
詳細なスケジュールその他については、随時ホー

ムページにてお知らせいたしますので、ご覧くだ
さい。

https://library.doshisha.ac.jp/guide/newlib.html
詳しくはこちら▼

今出川校地新図書館建設について

今出川校地
新図書館建設
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これまでの寄付受入実績のご報告（2017年10月～ 2023年3月）

■属性別の寄付受入実績■寄付受入総金額

個人
寄付件数 寄付者の実数 寄付金額（円）

21,302
833

7,170
453

891,327,650
598,968,388

合計 1,490,296,0387,62322,135
法人・団体

目標額
2025年度末までに 50億円円

■募金種類別の寄付受入実績

VISION2025の
事業推進
177,050,642

施設設備整備
70,315,736

課外活動支援
317,237,237

奨学金給付
267,135,069

使途は特定しない
658,557,354

（受配者指定寄付の未配付分を含む）
（「新型コロナウイルス感染症に伴う在学生支援募金」を含む）

2019年3月

2020年3月

2021年3月

2022年3月

2023年3月■累計寄付金額推移

目標達成率

同志社創立150周年記念事業（大学建設事業）のシンボルとして、今出川校地
に新図書館、京田辺校地にスポーツ・コンプレックスの建設準備を進めています。
「大学の完成には200年」と答えた新島襄は、募金活動の途中に志半ばで病に
倒れてしまいましたが、この “志” を先人たちが脈々と受け継いできました。創
立150年まで残り約3年となった今、先人たちから受け継いだ “志” を、次代へ
引き継いでいくために皆様のご支援をお願いいたします。

京田辺校地
スポーツ・コンプレックス建設

32募金のお願い　
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第
1
章 

総
則

　

（
名
称
）

　

第
1
条　

本
会
は
、
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
と
称
す
る
。

　

（
目
的
）

　

第
2
条　

本　

会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
と
と

も
に
同
志
社
校
友
会
と
の
連
携
を
保
ち
つ
つ
、

そ
の
事
業
に
協
力
し
、
も
っ
て
同
志
社
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

（
事
業
）

　

第
3
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

次
の
各
号
の
事
業
を
行
う
。

　
　

（
1
） 

支
部
校
友
会
名
簿
の
作
製
お
よ
び
整
備

　
　

（
2
） 

同
志
社
関
係
の
諸
団
体
に
対
す
る
支
援
、
協

力

　
　

（
3
） 

学
校
法
人
同
志
社
寄
付
行
為
に
よ
る
評
議
員
選

挙
に
関
す
る
事
項

　
　

（
4
） 

そ
の
他
本
会
の
目
的
の
達
成
に
必
要
な
事
業

　

（
会
員
）

　

第
4
条　

本
会
は
、
同
志
社
の
出
身
者
に
し
て
愛
知
県

内
に
居
住
も
し
く
は
勤
務
す
る
者
を
も
っ
て

組
織
す
る

　

（
事
務
所
）

　

第
5
条　

本
会
の
事
務
所
は
、
支
部
長
の
指
定
す
る
場

所
に
置
く

第
2
章 

顧
問
お
よ
び
役
員
等

　

（
顧
問
）

　

第
6
条　

本
会
に
顧
問
を
置
く

　

（
役
員
）

　

第
6
条
の
2　

本
会
に
次
の
各
号
の
役
員
を
置
く

　
　

（
1
）
支
部
長 

1
名

　
　

（
2
）
（
削
除
）

　
　

（
2
）
の
2
（
削
除
）

　
　

（
3
）
副
支
部
長 

10
名
以
内

　
　

（
4
）
専
務
理
事 

1
名

　
　

（
5
）
常
任
理
事 

70
名
以
内

　
　

（
6
）
理
事 

 

１
５
０
名
以
内

　
　
　
　

（
副
支
部
長
、
専
務
理
事
及
び
常
任
理
事
を
含
む
）

　
　

（
7
）
監
事 

 

3
名
以
内

　

（
顧
問
の
選
任
）

　

第
7
条　

顧
問
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
基
づ
き
総
会
に

お
い
て
選
任
し
、
支
部
長
が
委
嘱
す
る

　

（
役
員
の
選
任
）

　

第
7
条
の
2  

支
部
長
、
理
事
お
よ
び
監
事
は
、
総
会

に
お
い
て
会
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る

　
　
　

2
．
（
削
除
）

　
　
　

2
．
の
2
（
削
除
）　

　
　
　

3
．
副
支
部
長
、専
務
理
事
お
よ
び
常
任
理
事
は
支
部

長
が
理
事
の
う
ち
か
ら
指
名
に
よ
り
選
任
す
る

　

（
役
員
の
任
期
）

　

第
8
条　

役
員
の
任
期
は
2
年
と
す
る 

但
し
重
任
を
妨
げ
な
い
が
支
部
長
の
在
任
期

間
は
2
期
以
内
と
す
る

　
　
　

2
．
補
欠
の
た
め
選
任
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
前

任
者
の
在
任
期
間
と
す
る

　
　
　

3
．
役
員
は
、
任
期
終
了
後
、
後
任
者
の
就
任
す

る
ま
で
引
き
続
き
そ
の
職
務
を
行
う
も
の
と

す
る

　

（
顧
問
の
任
務
）

　

第
9
条　

顧
問
は
、
顧
問
会
議
を
組
織
し
て
、
支
部
長
等

の
経
験
を
活
か
し
、
本
会
に
必
要
な
助
言
を
す

る
と
と
も
に
、
支
部
長
の
諮
問
に
応
ず
る

　
　
　

2
．
顧
問
は
、
理
事
会
お
よ
び
常
任
理
事
に
出
席

す
る

　

（
参
与
の
選
任
・
任
務
）

　

第
9
条
の
2　

本
会
に
参
与
を
置
く

　
　
　

2
．
参
与
は
支
部
長
が
会
員
の
う
ち
か
ら
理
事
会

の
議
を
経
て
委
嘱
す
る

　
　
　

3
．
参
与
は
参
与
会
を
組
織
す
る

　
　
　

4
．
参
与
会
は
支
部
の
運
営
、
活
動
及
び
事
業
等

に
関
与
し
支
部
長
に
助
言
す
る

　
　
　

5
．
参
与
は
、
理
事
会
お
よ
び
常
任
理
事
会
に
出

席
す
る

　

（
役
員
の
任
務
）

　

第
10
条　

支
部
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総
括
す
る

　
　
　

2
．
（
削
除
）

　
　
　

2
．
の
2 

（
削
除
）

　
　
　

3
．
副
支
部
長
は
、
支
部
長
を
補
佐
し
、
会
務
を

分
掌
す
る

　
　
　

3
．
の
2　

 

専
務
理
事
は
、
支
部
長
を
補
佐
し
、

会
務
の
執
行
に
あ
た
る

　
　
　

4
．
常
任
理
事
は
、
常
任
理
事
会
を
組
織
し
て
会

務
の
執
行
を
決
定
し
、
会
務
を
分
掌
す
る

　
　
　

5
．
理
事
は
、
理
事
会
を
組
織
し
て
本
会
の
事
業

な
ら
び
に
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
決
定

す
る

　
　
　

6
．
監
事
は
、
本
会
の
財
務
を
監
査
す
る
と
と
も

に
、
常
任
理
事
会
お
よ
び
理
事
会
に
出
席
す
る

　

（
事
務
局
長
・
次
長
）

　

第
10
条
の
2　

 

支
部
長
は
、
副
支
部
長
、
専
務
理
事
、

常
任
理
事
お
よ
び
理
事
の
う
ち
か
ら
事

務
局
長
1
名
お
よ
び
事
務
局
次
長
若
干

名
を
指
名
に
よ
り
選
任
し
、
会
務
の
執

行
を
補
佐
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

第
3
章　

総
会

　

（
総
会
）

　

第
11
条　

総
会
は
定
期
総
会
と
臨
時
総
会
と
す
る

　
　
　

2
．
定
期
総
会
は
毎
年
1
回
開
く

　
　
　

3
．
臨
時
総
会
は
、
理
事
会
に
お
い
て
必
要
と
認

め
た
場
合
に
随
時
開
く

　

（
総
会
の
招
集
お
よ
び
議
長
）

　

第
12
条　

総
会
は
支
部
長
が
招
集
す
る

　
　
　

2
．
総
会
の
議
長
は
、
支
部
長
ま
た
は
支
部
長
が
指

名
し
た
者
が
な
る

　

（
総
会
の
審
議
事
項
）

　

第
13
条　

総
会
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
の
事
項
を
審

議
す
る

　
　

（
1
） 

会
則
の
制
定
、
改
廃

　
　

（
2
） 

会
則
の
規
定
に
よ
り
総
会
に
付
す
る
こ
と
を

要
す
る
事
項

　
　

（
3
） 

支
部
長
ま
た
は
理
事
会
に
お
い
て
必
要
と
認

め
た
事
項

　

（
総
会
の
議
事
）

　

第
14
条　

総
会
の
議
事
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数
を

持
っ
て
決
す
る
。
な
お
、
可
否
同
数
の
と
き

は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る

第
4
章　

理
事
会
お
よ
び
常
任
理
事
会

　

（
理
事
会
）

　

第
15
条　

本
会
に
理
事
会
を
置
く

　
　
　

2
．
理
事
会
は
、
支
部
長
、
歴
代
支
部
長
お
よ
び
理
事

（
副
支
部
長
、
専
務
理
事
お
よ
び
常
務
理
事
を
含

む
）
を
も
っ
て
構
成
す
る

　
　
　

3
．
理
事
会
は
、
毎
年
1
回
以
上
開
催
す
る

　

（
理
事
会
の
審
議
事
項
）

　

第
16
条　

理
事
会
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
の
事
項
を

審
議
す
る　

　
　

（
1
）
総
会
に
提
出
す
る
議
案

　
　

（
2
）
規
程
等
の
制
定
お
よ
び
改
廃

　
　

（
3
）
本
会
の
収
支
決
算
お
よ
び
財
産
目
録
に
関
す

る
事
項

　
　

（
4
）
会
則
に
定
め
ら
れ
た
事
項
お
よ
び
総
会
か
ら

委
任
さ
れ
た
事
項

　
　

（
5
）
本
会
の
活
動
な
ら
び
に
運
営
に
関
す
る
基
本

的
事
項

　

（
理
事
会
の
招
集
お
よ
び
議
長
）

　

第
17
条　

理
事
会
の
招
集
お
よ
び
議
長
に
つ
い
て
は
、

第
12
条
の
規
定
を
準
用
す
る

　

（
理
事
会
の
議
事
）

　

第
18
条　

理
事
会
の
議
事
は
、
出
席
構
成
員
（
監
事
除

く
）
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
す
る
。
な
お
、
可

否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に

よ
る

　

（
常
任
理
事
会
）

　

第
19
条　

本
会
に
常
任
理
事
会
を
お
く

　
　
　

2
．
常
任
理
事
会
は
、
支
部
長
、
歴
代
支
部
長
、

副
支
部
長
、
専
務
理
事
お
よ
び
常
任
理
事
を

も
っ
て
構
成
す
る

　
　
　

3
．
常
任
理
事
会
は
、
毎
年
1
回
以
上
開
催
す
る

　

（
常
任
理
事
会
の
審
議
事
項
）

　

第
19
条
の
2　

 

常
任
理
事
会
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号

の
事
項
を
審
議
す
る

　
　

（
1
）
理
事
会
に
提
出
す
る
議
案

　
　

（
2
）
会
則
等
に
定
め
ら
れ
た
事
項
お
よ
び
総
会
理

事
会
か
ら
委
任
さ
れ
た
事
項

　
　

（
3
）
本
会
の
事
業
な
ら
び
に
運
営
に
関
す
る
事
項

　

（
常
任
理
事
会
の
招
集
お
よ
び
議
長
）

　

第
19
条
の
3　

 

常
任
理
事
会
の
招
集
お
よ
び
議
長
に
つ

い
て
は
、
第
12
条
の
規
定
を
準
用
す
る

　

（
常
任
理
事
会
の
議
事
）

　

第
19
条
の
4　

 

常
任
理
事
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
第

18
の
規
定
を
準
用
す
る

第
4
章
の
2　

 

委
員
会
お
よ
び
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議

　

（
委
員
会
）

　

第
20
条　

本
会
に
支
部
長
の
指
揮
の
も
と
に
本
会
の
運

営
を
分
掌
す
る
た
め
、
委
員
会
お
よ
び
特
別

委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る

　
　
　

2
．
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会
の
種
類
、
組

織
及
び
任
務
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
規
程
を

も
っ
て
定
め
る

　

第
20
条
の
2　

（
削
除
）

　

第
20
条
の
3　

（
削
除
）

　

（
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議
）

　

第
20
条
の
4　

 

本
会
に
会
則
第
10
条
所
定
の
役
員
の
任

務
を
強
化
充
実
さ
せ
、
会
務
の
執
行
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
正
副
支
部
長
委
員
長
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会
議
を
置
く

　
　
　

2
．
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議
は
、
支
部
長
、
副

支
部
長
、
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
お
よ
び

委
員
長
を
も
っ
て
組
織
す
る

　
　
　

3
．
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議
は
次
の
事
項
を
協

議
す
る

　
　

（
1
）
本
会
の
運
営
、
活
動
及
び
事
業
等
に
関
す
る
基
本

方
針
及
び
予
算

　
　

（
2
）
理
事
会
、
常
任
理
事
会
へ
の
提
出
議
案
、
配

布
資
料
及
び
運
営

　
　
　

4
．
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議
は
、
支
部
長
が
適

時
に
開
催
す
る
。
な
お
、
委
員
長
が
差
し
支

え
の
場
合
は
副
委
員
長
を
代
理
出
席
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
5
章　

会
計

　

（
会
計
年
度
）

　

第
21
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
1
月
1
日
に
始

ま
り
12
月
31
日
に
終
わ
る

　

（
経
費
）

　

第
22
条　

本
会
の
経
費
は
、
寄
付
金
及
び
そ
の
他
の
収
入
を

も
っ
て
あ
て
る

　

（
資
産
の
管
理
）

　

第
23
条　

本
会
の
資
産
は
支
部
長
が
管
理
す
る

　

附
則　

 

本
会
則
は
、
昭
和
52
年
11
月
6
日
か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

本
会
則
は
、
昭
和
54
年
12
月
1
日
か
ら
変
更
す
る

　

附
則　

 

本
会
則
は
、
昭
和
56
年
11
月
14
日
か
ら
変
更
す
る

　

附
則　

 

第
6
条
第
2
項
及
び
第
8
条
第
1
項
の
改
正
規

定
は
、
昭
和
62
年
11
月
21
日
か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
6
条
、
第
6
条
の
2
、
第
7
条
、
第
7
条
の

2
、
第
10
条
第
3
項
、
第
15
条
第
2
項
、
第
19
条

第
2
項
及
び
第
21
条
の
改
正
規
定
な
ら
び
に
第
10

条
第
2
項
の
2
、
同
条
第
3
項
の
2
及
び
第
19
条

の
5
の
新
設
規
定
は
平
成
元
年
10
月
28
日
か
ら
施

行
す
る

　

附
則　

 

第
6
条
の
2
第
5
号
、
第
7
条
の
2
第
3
項
、

第
16
条
第
3
・
4
・
5
号
、
第
19
条
の
2
第
2

号
及
び
第
4
章
の
2
の
改
正
規
定
は
、
平
成
4

年
10
月
24
日
か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
20
条
の
3
の
改
正
規
定
は
、
平
成
5
年
11
月

20
日
か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
6
条
の
2
第
2
号
の
2
、
第
7
条
の
2
第
2

項
の
2
、
第
10
条
第
2
項
の
2
の
各
追
加
規

定
、
第
8
条
第
1
項
但
書
、
第
19
条
の
4
の
各

改
正
規
定
第
4
章
の
タ
イ
ト
ル
、
第
4
章
の
タ

イ
ト
ル
と
位
置
の
各
変
更
及
び
第
20
条
の
2
の

削
除
は
、
平
成
8
年
11
月
2
日
か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
10
条
第
6
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
9
年
11

月
29
日
か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
19
条
第
3
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
10
年
11

月
7
日
か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
６
条
の
2
第
2
号
、
第
2
号
の
2
、
第
7
条
の

2
第
2
項
、
第
2
項
の
2
、
第
10
条
第
2
項
及
び

第
2
項
の
2
の
各
削
除
、
第
9
項
、
第
15
条
第
2

項
、
第
19
条
第
2
項
、
第
3
項
、
第
20
条
の
3
の

各
改
正
規
定
及
び
第
9
条
の
2
の
新
設
規
定
は
、

平
成
19
年
10
月
7
日
か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
2
章
、
第
4
章
の
2
の
各
タ
イ
ト
ル
の
変

更
、
第
9
条
第
1
項
、
第
2
項
、
第
9
条
の
2

第
5
項
、
第
10
条
第
6
項
の
各
改
正
規
定
、
第

10
条
の
2
、
第
20
条
の
4
の
各
新
設
規
定
及
び

第
20
条
の
3
の
削
除
は
平
成
21
年
11
月
23
日
か

ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
19
条
第
3
項
の
改
正
規
定
は
令
和
3
年
10
月

3
日
か
ら
施
行
す
る

委
員
会
規
程

　

第
1
条　

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
（
以
下
「
当
支

部
」
と
い
う
）
に
次
の
委
員
会
を
置
く

　
　

（
1
）
組
織
委
員
会

 

当
支
部
の
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
会
員
間
の
交
流

の
拡
充
、促
進
の
た
め
の
活
動
強
化
を
担
当

　
　

（
2
）
財
務
委
員
会

 
当
支
部
の
財
務
体
質
の
改
善
を
図
り
、
赤
字

発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
活
動
強
化
を
担
当

　
　

（
3
）
総
会
実
行
委
員
会

 

当
支
部
の
総
会
の
企
画
、
立
案
、
運
営
等
に

つ
い
て
一
切
を
担
当

　

第
2
条　

委
員
会
に
委
員
長
1
名
お
よ
び
委
員
若
干
名

を
置
く
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
副
委
員
長
を

置
く
こ
と
が
で
き
る

　

第
3
条　

委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
、
お
よ
び
委

員
は
支
部
長
の
指
名
に
よ
り
選
任
す
る

　

第
4
条　

委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
委
員
の
任
期
は
2

年
と
し
、
重
任
を
妨
げ
な
い
。
但
し
、
支
部

長
が
別
の
期
間
を
定
め
た
場
合
は
、
そ
の
期

間
と
す
る

　

附
則　

 

本
規
程
は
、
平
成
4
年
4
月
15
日
か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
1
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
6
年
4
月
20
日

か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
1
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
8
年
1
月
26
日

か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
１
条
1
，
2
，
3
号
の
改
正
規
定
、
同
条
第

4
号
の
追
加
規
定
は
、
平
成
20
年
1
月
22
日
か

ら
施
行
す
る　
　

　

附
則　

 

第
１
条
1
，
2
号
の
改
正
規
定
は
、
令
和
3
年

10
月
3
日
か
ら
施
行
す
る　
　

慶
弔
規
程

　

第
1
条 

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
（
以
下
「
当
支

部
」
と
い
う
）
の
顧
問
及
び
役
員
（
元
役
員
を

含
む
。
以
下
、
同
じ
）
の
慶
弔
に
関
し
て
は
、

本
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

　

第
２
条 

当
支
部
は
、
次
の
各
号
の
場
合
、
顧
問
及
び
当

支
部
の
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
役
員
に
対
し
、

慶
賀
の
た
め
記
念
品
を
贈
呈
す
る

　
　

（
1
） 

勲
章
・
国
家
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
場
合

　
　

（
1
）
の
2　

 

国
会
議
員
そ
の
他
公
職
に
就
任
さ
れ
た

場
合

　
　

（
2
）
株
式
上
場
企
業
の
社
長
に
就
任
さ
れ
た
場
合

　
　

（
3
）
経
営
さ
れ
る
企
業
の
本
社
社
屋
が
竣
工
し
た

場
合

　
　

（
4
）
そ
の
他
各
号
に
準
ず
る
場
合

　

第
3
条 

当
支
部
は
、
顧
問
お
よ
び
当
支
部
の
活
動
に

貢
献
さ
れ
た
役
員
の
御
逝
去
に
際
し
て
、
香

典
を
供
し
、
弔
電
を
打
電
す
る
。
な
お
、
こ

れ
に
加
え
て
供
花
ま
た
は
花
輪
を
供
す
る
こ

と
が
あ
る

　
　
　

2
． 

香
典
は
3
万
円
以
内
と
し
、
供
花
は
一
対
ま

た
は
一
基
と
す
る

　

第
4
条 

 

前
2
条
に
つ
い
て
は
、
常
任
理
事
会
の
承
認

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
緊
急

を
要
す
る
場
合
は
、
支
部
長
が
決
裁
し
、
直

近
の
常
任
理
事
会
も
し
く
は
理
事
会
に
お
い

て
承
認
を
受
け
る
こ
と
と
す
る

　

附
則　

 

本
規
程
は
、
平
成
4
年
4
月
15
日
か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

第
2
条
の
（
1
）
の
2
の
追
加
規
定
、
第
3
条

第
1
項
（
区
分
表
の
金
額
）
及
び
同
条
第
2
項

の
各
改
正
規
定
は
、
平
成
8
年
1
月
1
日
か
ら

施
行
す
る

　

附
則　

 

第
3
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
20
年
7
月
24
日

か
ら
施
行
す
る

同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
規
則

　

第
1
条 

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
（
以
下
「
当
支
部
」

と
い
う
）
に
、
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
（
以

下
「
本
会
」
と
い
う
）
を
置
く
。
な
お
、
本
会

を
「
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
会
」
と
通

称
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

第
2
条 

本
会
は
、
本
支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
、
同

志
社
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
フ
ァ
ン
と
し
て
、

ラ
グ
ビ
ー
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
と

本
支
部
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る

　

第
3
条 

本
会
は
、
本
支
部
会
員
以
外
の
者
で
も
、
熱

烈
な
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、

本
会
役
員
会
の
承
認
を
受
け
れ
ば
入
会
す
る

こ
と
が
で
き
る

　

第
4
条 

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く

 

顧
問 

 
若
干
名

 

会
長 

 

1
名

 

事
務
局
長 

1
名

 

幹
事 

 

10
名
程
度

 

監
事 

 

若
干
名

 

会
計
幹
事 

1
名

　
　
　

2
． 

顧
問
は
本
支
部
の
支
部
長
お
よ
び
歴
代
支
部
長

に
委
嘱
す
る

　
　
　

3
． 

役
員
は
、
総
会
に
お
い
て
本
会
会
員
の
中
か

ら
選
任
し
、
任
期
は
2
年
と
す
る
。
但
し
、

留
任
を
妨
げ
な
い

　
　
　

4
．
本
会
の
活
動
は
、
随
時
開
催
す
る
役
員
会
の

審
議
を
経
て
決
定
す
る
。
な
お
、
本
会
の
活

動
は
、
本
支
部
の
常
任
理
事
会
な
い
し
理
事

会
に
て
報
告
す
る

　

第
5
条 

本
会
は
、
年
に
1
回
の
総
会
を
開
催
し
、
そ

れ
以
外
に
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
と
の
懇

談
会
、
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
情
報
の
提
供
等
を

随
時
行
う
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
総

会
を
開
催
す
る
場
合
が
あ
る

　

第
6
条 

本
会
の
会
計
は
、
本
支
部
の
特
別
会
計
と

し
、
本
会
の
会
長
が
管
理
す
る

　
　
　

2
．
本
会
の
会
長
は
、
本
会
の
会
計
監
事
の
監
査

を
経
た
収
支
決
算
書
を
本
支
部
の
理
事
会
に

報
告
し
、
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

第
7
条 

本
会
の
事
業
・
会
計
年
度
は
、
1
月
1
日
か
ら

12
月
31
日
と
す
る

　

附
則　

 

本
規
程
は
、
平
成
13
年
9
月
6
日
か
ら
施
行
す
る

　

附
則　

 

題
名
の
規
程
を
規
則
へ
の
変
更
及
び
第
4
条
な

い
し
第
6
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
20
年
7
月

24
日
か
ら
施
行
す
る
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同志社愛知

One purpose, Doshisha, thy name

Doth signify; one lofty aim;

To train thy sons in heart and hand

To live for God and Native Land.

Dear Alma Mater, sons of thine

Shall be as branches to the vine;

Tho' through the world we wander far and wide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!

01

We came to Doshisha to find

The broader culture of the mind;

We tarried here to learn anew

The value of a purpose true;

Dear Alma Mater, ours the part

To face the future staunch of heart,

Since thou hast taught us with high aim to stand

For God, for Doshisha, and Native Land!

02

When war clouds bring their dark alarms,

Ten thousand patriots rush to arms,

But we would through long years of peace

Our Country's name and fame increase.

Dear Alma Mater, sons of thine

Will hold their lives a trust divine.

Steadfast in purpose we will ever stand

For God, for Doshisha, and Native Land!

03
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有限会社 稲熊企画　稲熊 裕之
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